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「命洸（めいこう）」とは、命が水のように沸き立ちきらめくさま。大学祭の名称として学生が命名しました。

めいこう

　生体試料に含まれる様々なタンパク質を種類ごとに分離して
精製する機器です。低温下で操作できるなど、壊れやすいタン
パク質でも活性を保ったまま精製できるようになっています。
　例えば、遺伝子の組換えにより大腸菌に研究の対象となるタ
ンパク質を作らせ、生化学分析や立体構造解析を行うために、
この機器を用います。

蛋白質用クロマトグラフィーシステム

学内の実験・実習機器

タイ・カセサート大学の国際インターンシップ歓迎会

韓国・大邱カトリック大学校の Study Tour でポスター説明

滋賀県畜産技術振興センターの見学

町家キャンパスで七夕飾り─町家プロジェクト 夏休み！子ども科学教室で実験を指導─ CELL 部

お年寄りとしょうがい者の疑似体験─「共生社会の形成と私たちの役割」

vol.29
2015.September
長浜バイオ大学学園通信

入試・募集伝言板

　2016年度第14期生募集が、10月のAO（実験･実習評価
型）入試・指定校特別推薦入試を皮切りにスタートします。
　本学のAO入試（出願9/7 ～ 9/24）は、試験教科の学力
のみの選考ではなく、生物・化学分野からの実験やレ
ポート作成、個人面接を通じて、生命科学分野への強い
関心と入学後の高い学習意欲・適性を審査していくもの
です。指定校特別推薦入試（出願9/15 ～ 10/8）について
は、入学実績のある高等学校を中心に、本学が出願条件
とする成績基準をクリアーしている生徒を高等学校から
専願推薦していただき、個人面接選考のみで判定を行な
うものです。いずれも選抜のための教科試験を課してい
ませんが、本学での就学意欲を強く持った生徒たちです
ので、本学の学習支援センターによる「入学前教育講座」
や入学後の双方向の支援システム「バイオ学習ワンダー
ランド」を積極的に活用し、例年、修学や進路開拓で良
い結果を出しています。
　さて、本格的な入試スタートとなる一般公募制推薦入
試は、A：11月14日（土）、B：11月15日（日）の2日間連
続して実施します。また、昨年度から導入している小論
文・面接・自己アピール内容で選考する「自己推薦型C」
と本年度から新たに「自己推薦型C」専門・総合学科特別
を12月13日（日）に実施します。最終入学手続者の増減に
対処するため、推薦入試での合格者を多く出しているの
で、倍率はこの間一般入試より低くなっています。です
から本学への進学を強く志望されているみなさんは、合
格に断然有利となっている推薦入試A・Bから積極的に受
験してください。

一般公募制推薦入試から
インターネット出願を開始します。

　年明けからの一般入試は、下記の日程で前期A（前期
Aプラスセンター 1）・前期B（前期Bプラスセンター 1）・
中期（中期プラスセンター 2）・後期とセンター利用前期
A方式・前期B方式、センター利用中期で計4回の試験実
施と13方式での判定を行います。昨年同様、本学への
最終手続率の低下が予想されますので、一般入試結果は
前年より広き門となる可能性があり、合格チャンスが拡
がることも予想されますが、気を緩めず引き続き学習計
画に基づく受験教科学習とマークセンス対策をしっかり
行ってください。また、推薦入試からインターネット出
願を開始し、入学検定料は自動計算され検定料総額から
5,000円が割引され、振込はクレジット・コンビニエン
スストアで24時間対応可能です。さらに入学検定料減免
制度を活かして「複数受験型」「複数学科」「複数日程・方
式」での学内併願を行い、失敗しない受験を心がけてく
ださい。

大学全体の収容定員を変更せず2学科の入学定員
変更を行います
　2015年度からバイオサイエンス教育を学修した「予防
医学の担い手となる臨床検査技師」を養成する教育プロ
グラムを導入し、本学の3学科への進学動向や実態、新
たな志望者の獲得を踏まえ、本学の教育の特色を堅持し
ながら、2016年度入試から大学全体の収容定員を変更
せず、バイオサイエンス学科の入学定員を10名増加させ、
コンピュータバイオサイエンス学科の入学定員を10名減
少させる定員変更を行います。

2016 年度

【2016年度推薦入試からインターネット出願を開始】
入試方式 奨学生選抜 出願期間 試験日 発表日

公募制推薦A(トータル型・ポイント型)
10/26 ～ 11/9

11/14
11/26

公募制推薦B(トータル型・ポイント型) 11/15
公募制推薦(自己推薦型) C

11/23 ～ 12/7 12/13 12/18
公募制推薦(自己推薦型) C　専門総合学科特別
前期A(高得点2教科型・理科重視型)

1 / 5 ～ 1/22 1 /28
2 /13

前期Aプラスセンター 1 (センター試験併用型)
前期B(高得点2教科型・理科重視型)

1 / 5 ～ 2 / 2 2 / 7
前期Bプラスセンター 1 (センター試験併用型)
中期(高得点2教科型・理科重視型) ○

2 /1 ～ 2/16 2 /21 3 / 1
中期プラスセンター 2（センター試験併用型） ○
後期 2 /15 ～ 3 / 4 3 /11 3 /16
センター利用前期Ａ 1 / 5 ～ 1/15

各地区指定の
試験会場

2 /13
センター利用前期Ｂ ○ 1 / 5 ～ 2 / 2
センター利用中期 ○ 2 / 1 ～ 2 /16 3 / 1

タンパク質を分離精製する長谷川慎先生



と
希
望
に
燃
え
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
の
門
を
叩
い
た
1
年

次
生
を
対
象
に
、
そ
の
夢
と
希
望
の
一
端
を
叶
え
さ
せ
て
あ

げ
よ
う
と
い
う
の
が
、
本
科
目
の
本
来
の
趣
旨
で
す
。
各
人
が
考
え

る
夢
あ
る
実
験
を
通
し
て
生
物
を
学
ぶ
者
に
必
要
な
知
的
探
求
心
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
養
っ
て
も
ら
お
う
と
、
2
0
1
4
年
度
に
新
設

さ
れ
ま
し
た
。
自
由
選
択
科
目
で
通
年
1
単
位
と
な
り
ま
す
。
研
究

課
題
は
本
人
の
自
由
意
志
に
委
ね
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
は
自
分
の
挑
戦

し
た
い
領
域
を
選
定
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

講
義
の
時
間
は
担
当
教
員
と
先
輩
の
S
A（
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
ア

シ
ス
タ
ン
ト
）
が
一
人
ひ
と
り
に
本
人
の
考
え
て
い
る
夢
あ
る
実
験

の
具
体
的
な
ヒ
ン
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
示
し
ま
す
が
、
実
験
は
講

義
の
時
間
外
に
行
い
ま
す
。
勿
論
、
教
員
や
S
A
に
時
間
外
で
も
相

談
で
き
る
体
制
で
す
。
基
本
的
に
は
実
験
計
画
か
ら
試
薬
や
器
具
の

選
定
、実
践
に
至
る
ま
で
、学
生
自
ら
が
行
い

ま
す
。
稚
拙
、拙
速
は
問
わ
ず
、相
談
し
て
い

く
中
で
テ
ー
マ
と
方
法
が
あ
ぶ
り
出
さ
れ
て

き
ま
す
。
取
り
か
か
る
最
初
は
手
探
り
で
す
。

で
も
、
科
目
に
参
加
し
て
い
く
中
で
自
発
的

な
取
り
組
み
が
開
花
し
、1
年
経
過
後
に
は
、

夢
を
あ
き
ら
め
な
い
持
続
性
と
創
造
力
豊
か

な
感
性
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
こ
と
が
最
終

的
な
狙
い
で
す
。

授
業
の
最
後
に
は
実
験
結
果
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
も
ら
い
、
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
昨
年
度
は

琵
琶
湖
の
魚
類
を
宿
主
と
す
る
寄
生
虫
を
調

べ
る
た
め
に
自
ら
50
匹
の
魚
を
釣
り
上
げ
て

職
活
動
を
目
前
に
控
え
た
3
年
次
生
を
対
象
に
、
企
業
活
動

の
基
本
を
理
解
し
、
社
会
に
出
て
働
く
こ
と
の
意
義
を
見
出

す
機
会
を
与
え
よ
う
と
、
2
0
1
1
年
度
よ
り
開
設
さ
れ
た
授
業
で

す
。
前
半
で
は
、就
職
か
進
学
か
、そ
れ
と
も
公
務
員
を
目
指
す
の
か

な
ど
、進
路
の
選
択
に
関
わ
る
講
義
を
行
い
、医
薬
・
化
学
・
環
境
・
食

品
・
農
業
・
I
T
と
い
っ
た
本
学
の
卒
業
生
の
主
な
就
職
先
を
中
心
に
、

各
業
界
の
特
色
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
さ
ら
に
地
元
で
活
躍
す
る
企

業
経
営
者
を
招
い
て
、「
働
く
と
は
?
」と
題
し
た
講
演
を
し
て
い
た

だ
く
他
、
入
社
し
て
3
年
以
上
経
過
し
た
卒
業
生
約
10
人
に
来
て
も

ら
い
、「
今
振
り
返
っ
て
自
分
自
身
の
職
業
選
択
は
正
し
か
っ
た
の

か
」、「
卒
業
生
か
ら
見
た
仕
事
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
は
?
」と

い
っ
た
テ
ー
マ
で
お
話
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
の
後
、
現
役
の
学

生
が
不
安
に
思
う
こ
と
、
疑
問
に
感
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
質
疑
応

答
が
あ
り
、
O
B
・
O
G
と
の
個
別
面
談
の
時

間
も
設
け
て
い
ま
す
。

半
で
は
、
長
浜
市
と
米
原
市
の
企
業
12

社
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
就
職
情
報
誌

の
記
者
に
な
っ
た
と
い
う
設
定
で
学
生
が
取

材
を
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
企
業
の
公
開
情

報
か
ら
業
務
内
容
や
経
営
理
念
を
下
調
べ
し
た

上
で
、
経
営
者
と
社
員
の
方
の
両
方
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
す
。
リ
ア
ル
な
企
業
の
姿
に

直
に
触
れ
る
と
公
開
情
報
だ
け
で
は
見
え
て
こ

な
か
っ
た
企
業
の
魅
力
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ

れ
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
企
業
に

は
今
後
の
広
報
宣
伝
活
動
に
生
か
し
て
も
ら

い
、
学
生
に
と
っ
て
は
企
業
を
見
る
目
を
養
う

解
剖
し
、
寄
生
虫
の
遺
伝
子
解
析
を
行
っ
た
実
験
が
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
、
生
態
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
下
層
に
位
置
す
る

オ
オ
ミ
ジ
ン
コ
が
p
H
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
て
い

る
の
か
調
べ
た
り
、
プ
ラ
ナ
リ
ア
の
切
断
後
の
再
生
を
自
身
の
独
特

な
観
点
で
観
察
す
る
な
ど
、多
彩
な
テ
ー
マ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

身
近
に
潜
む
自
然
に
対
す
る
疑
問
や
謎
を「
面
白
い
」と
感
じ
る
こ
と

が
生
物
を
科
学
す
る
第
一
歩
と
な
る
こ
と
を
肌
で
実
感
し
て
貰
い
た

い
の
で
す
。
ぜ
ひ
探
求
心
を
満
た
し
た
い
1
年
次
生
の
皆
さ
ん
、
参

加
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

の
が
理
想
で
す
。
こ
う

し
て
ま
と
め
た
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
は
、
企
業

側
か
ら
よ
く
書
け
て
い

る
と
判
断
さ
れ
た
も
の

を
集
め
て
一
冊
の
冊
子

に
ま
と
め
ま
す
。
他
人

か
ら
聞
い
た
こ
と
を
自

分
な
り
に
咀
嚼
し
て
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
で
き
る
の

も
、
社
会
に
お
け
る
重

要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
一
つ
で

す
。

長浜バイオ大学には、他大学には例を見ない、「バイオの総合
大学」ならではの特色ある講義科目と実習科目がたくさんあり
ます。今回はその中から、6つの講義と実験・実習科目を紹介
します。

長浜バイオ大学ならではの学び
─ 特色ある講義と実習

知
的
探
求
心
を
も
っ
て
未
知
の
世
界
へ
挑
む
！

リ
ア
ル
な
企
業
の
姿
に
触
れ
て
働
く
意
義
を
学
ぶ

バ
イ
オ
実
験
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
学
び
と
は
？

社
会
と
の
関
わ
り
と
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

担
当
： 

西 

義
介
先
生
、三
輪 

正
直
先
生
、

         

池
村 

淑
道
先
生
、濱
田 

貴
司
先
生

担
当
：
松
島 

三
兒
先
生

            

生
物
の
皮
膚
は
最
強
の
バ
リ
ア

　
　
　
山
田 

将
太 

さ
ん

      （
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科 

1
年
次
生
）

　

私
の
「
バ
イ
オ
実
験
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
実
験
課
題

は
、「
マ
ウ
ス
ケ
ラ
チ
ノ
サ
イ
ト
細
胞
を
分
化
・
培
養

さ
せ
、
皮
膚
の
物
質
透
過
を
観
察
す
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。
動
機
は
高
校
時

代
に「
生
物
の
皮
膚
は
最
強
の
バ
リ
ア
だ
」と
教
え
ら
れ
、
か
ね
て
か
ら
自
ら
の

手
で
調
べ
て
み
た
い
と
決
め
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

1
年
次
の
学
生
実
験
で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
で
し
た
が
、
無
理
を
承
知
で
先

生
た
ち
に
提
案
し
て
み
る
と
、「
面
白
そ
う
だ
」と
背
中
を
押
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

バ
イ
オ
実
験
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
実
際
に
実
験
を
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
意
欲
が
あ
り
興
味
深
い
実
験
を
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
教
授
や
T
A 

・

S
A
が
快
く
知
恵
や
知
識
を
使
っ
て
支
援
し
て
下
さ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

機
会
を
い
た
だ
け
た
事
に
感
謝
を
忘
れ
ず
実
験
を
頑
張
り
ま
す
。

プ
ラ
ナ
リ
ア
の
脳
の
再
生

相
和 

真
里
奈 

さ
ん

      （
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
１
年
次
生
）

　

み
な
さ
ん
は
プ
ラ
ナ
リ
ア
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

プ
ラ
ナ
リ
ア
は
体
長
1
セ
ン
チ
か
ら
2
セ
ン
チ
く
ら

い
の
高
い
再
生
能
力
を
持
っ
た
生
き
物
で
す
。
全
身

に
様
々
な
器
官
に
分
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
幹
細
胞
が
存
在
す
る
た
め
、
体
を

切
断
さ
れ
て
も
再
生
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
再
生
能
力
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
特
に
複
雑
な
脳
を
ど
の
よ

う
に
再
生
す
る
の
か
を
調
べ
て
み
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
プ
ラ
ナ
リ

ア
が
脳
を
再
生
す
る
時
に
働
く
分
子
の
変
化
を
調
べ
る
こ
と
を
実
験
テ
ー
マ

に
し
ま
し
た
。今
は
実
験
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

英
語
の
論
文
に
苦
戦
し
て
い
ま
す
が
、新
た
な
こ
と
が
分
か
る
の

で
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
何
か
実
験
を
し
て
み
た
い
と
思
い
受

講
し
た
私
で
す
が
、こ
れ
か
ら
の
実
験
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　
　
　
　
　
会
社
と
社
会

　
　
　
渡
邉 

諒
太
さ
ん

      （
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
3
年
次
生
）

　

私
は
こ
の
講
義
を
通
し
、
自
分
が
想
像
し
て

い
た
社
会
と
実
際
の
そ
れ
は
大
き
く
違
っ
て

い
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
社
会
と
は
い
っ
た
い
何
な
ん
だ
ろ
う
？
以
前
の
私
な
ら
、

「
一
度
足
を
踏
み
入
れ
た
ら
最
後
、
抜
け
出
せ
ず
、
常
に
監
視
さ
れ
て
い

る
檻
の
よ
う
な
も
の
」と
答
え
た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
今
回
の
会
社
訪

問
で
社
会
人
の
方
と
直
接
や
り
と
り
を
す
る
中
で
、
そ
の
よ
う
な
縛
り

と
は
無
縁
の
人
と
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、繋
が
り
の
大
切
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
取
材
に
行
っ
た
ヤ
マ
ム
ロ
グ
ル
ー
プ
の
代
表
の
方
が
言
っ

て
い
た
「
良
さ
を
引
き
出
し
、
人
を
育
て
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
」
と

は
ま
さ
に
こ
こ
に
集
約
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
、失
敗

を
し
て
も
良
い
、そ
こ
か
ら
何
か
を
学
び
成
長
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
。

　

私
が
考
え
て
い
た
会
社
と
社
会
は
読
ん
で
字
の
如
く
真
逆
で
あ
り
、

そ
こ
に
は
大
き
な
光
が
見
え
ま
し
た
。

巻頭特集

3
学
科
共
通

3
学
科
共
通

受講生の声 受講生の声

 

（
1
年
次
）

  

（
3
年
次
前
期
）

長浜市社会福祉協議会で取材

夢就

後
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巻頭特集

長浜バイオ大学
ならではの学び

理
活
性
物
質
と
は
、
生
体
に
生
理
学
上
の
様
々
な
影
響
を
及

ぼ
す
物
質
の
こ
と
で
す
。
狭
義
で
は
自
然
界
に
存
在
す
る
天

然
物
と
し
て
捉
え
る
向
き
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
授
業
で
は
医
薬
品

か
ら
ビ
タ
ミ
ン
、ア
ミ
ノ
酸
、動
物
ホ
ル
モ
ン
や
植
物
ホ
ル
モ
ン
、環
境

汚
染
物
質
な
ど
、
タ
ン
パ
ク
質
か
ら
小
分
子
の
化
学
物
質
ま
で
含
め

た
広
義
の
生
理
活
性
物
質
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
中
で
も
、
細
菌
感

染
症
に
対
し
て
抗
生
物
質
が
効
か
な
く
な
る
薬
剤
耐
性
菌
問
題
、
食

中
毒
や
コ
レ
ラ
の
原
因
と
な
る
細
菌
毒
素
の
話
題
な
ど
、
実
際
に
身

の
周
り
で
起
き
た
ニ
ュ
ー
ス
を
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
紹
介
し
、そ
の
発
生

原
因
と
対
策
、今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
も
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
に
は
、
講
義
の
内
容
に
関
連
す
る
生
理
活
性
物
質
の
ニ
ュ
ー

ス
（
過
去
3
年
以
内
の
も
の
）
を
レ
ポ
ー
ト
課
題
と
し
て
提
出
さ
せ

ま
す
が
、
た
と
え
ば
非
常
に
致
死
性
の
高
い
食

中
毒
の
原
因
と
な
る
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
の
毒
素
が
、

美
容
整
形
の
シ
ワ
取
り
に
応
用
さ
れ
て
い
る

話
題
な
ど
、
学
生
が
独
自
の
目
線
で
調
べ
た
ユ

ニ
ー
ク
な
ト
ピ
ッ
ク
も
授
業
の
中
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
発
が
ん
性
の
高
い
環
境
変
異

原
物
質
の
環
境
リ
ス
ク
評
価
や
そ
の
よ
う
な
環

境
変
異
原
物
質
を
検
出
で
き
る
魚
を
開
発
し
て

い
る
研
究
者
や
、
残
留
性
農
薬
を
分
解
す
る
微

生
物
の
研
究
を
20
年
以
上
続
け
て
い
る
研
究
者

な
ど
、
第
一
線
で
活
躍
す
る
先
達
を
外
部
講
師

と
し
て
招
聘
し
、
多
方
面
か
ら
理
解
を
深
め
る

内
容
に
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
授
業
で
は
、
後
半
の
40
分
間
を
英
文

然
環
境
中
で
は
生
物
同
士
が
密
接
に
係
わ
り
合
っ
て
生
命

活
動
を
営
ん
で
い
ま
す
。
土
壌
に
生
息
す
る
細
菌
と
植
物

の
間
に
も
密
接
な
相
互
作
用
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
ア
グ
ロ
バ
ク
テ

リ
ウ
ム
と
呼
称
さ
れ
る
リ
ゾ
ビ
ウ
ム
属
の
細
菌
は
植
物
に
感
染
し
て
、

自
身
の
D
N
A
の
一
部
を
植
物
細
胞
の
D
N
A
中
に
組
み
込
み
、
自

分
だ
け
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利
用
で
き
る
オ
パ
イ
ン
分
子（
ア

ミ
ノ
酸
誘
導
体
）
を
植
物
に
作
ら
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
ア
グ
ロ
バ
ク

テ
リ
ウ
ム
を
利
用
し
た
D
N
A
挿
入
の
し
く
み
は
、現
在
、遺
伝
子
組

換
え
植
物
を
作
製
す
る
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
手
法
の
一
つ
と
し

て
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
授
業
で
は
、
ア
グ
ロ
バ
ク
テ
リ
ウ
ム

を
題
材
と
し
て
環
境
微
生
物
の
取
り
扱
い
・
評
価
方
法
の
技
術
を
習

得
す
る
と
と
も
に
、
オ
パ
イ
ン
分
子
の
有
機
化
学
合
成
を
通
し
て
化

学
物
質
の
取
り
扱
い
と
そ
の
精
製
お
よ
び
同
定
方
法
な
ど
を
学
び
、

１
年
次
の
基
礎
実
験
か
ら
さ
ら
に
進
ん
だ
応
用

実
験
の
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

業
の
前
半
で
は
、マ
ス
ク
メ
ロ
ン
に
感
染

す
る
菌
株
が
産
生
さ
せ
て
い
る「
ミ
キ
モ

ピ
ン
」、
キ
ュ
ウ
リ
に
感
染
す
る
菌
株
が
産
生
さ

せ
て
い
る「
ク
ク
モ
ピ
ン
」と
い
う
二
つ
の
オ
パ
イ

ン
の
合
成
と
精
製
を
行
い
ま
す
。
バ
ク
テ
リ
ア

が
作
ら
せ
た
オ
パ
イ
ン
を
植
物
か
ら
取
り
出
す

の
で
は
な
く
、試
薬
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
有
機
化
学

合
成
す
る
こ
と
で
大
量
の
オ
パ
イ
ン
を
入
手
し

ま
す
。
ミ
キ
モ
ピ
ン
と
ク
ク
モ
ピ
ン
は
非
常
に

似
通
っ
た
立
体
構
造
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
再
結

晶
法
で
一
方
の
オ
パ
イ
ン
だ
け
を
分
離
・
精
製
し
、

薄
層
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
や
赤
外
線
吸
収
ス

の
読
解
に
当
て
て
い
ま
す
。
ア
オ
カ
ビ
か
ら
偶
然
見
つ
か
っ
た
世
界

で
最
初
の
抗
生
物
質
で
あ
る
ペ
ニ
シ
リ
ン
の
話
、
糖
尿
病
治
療
に
光

明
を
見
出
し
た
イ
ン
ス
リ
ン
の
話
な
ど
、
過
去
の
偉
大
な
研
究
者
に

も
た
ら
さ
れ
た
セ
レ

ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
（
思

い
が
け
な
い
発
見
を

引
き
寄
せ
る
能
力
）
に

ま
つ
わ
る
英
文
を
例

題
と
し
て
小
テ
ス
ト

を
出
題
し
、
研
究
活
動

や
文
献
講
読
に
不
可

欠
で
あ
る
英
文
読
解

力
の
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。

ペ
ク
ト
ル
・
旋
光
度
測
定
な
ど
機
器
分
析
を
行
っ
て
、
目
的
の
化
合
物

が
き
ち
ん
と
合
成
で
き
た
か
、純
度
は
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　

授
業
の
後
半
で
は
、
異
な
る
株
が
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
パ
イ
ン
を
見
分

け
、
自
身
の
栄
養
源
と
し
て
オ
パ
イ
ン
を
利
用
で
き
る
か
を
調
べ
ま
す
。

合
成
し
た
オ
パ
イ
ン
を
培
地
に
入
れ
た
プ
レ
ー
ト
を
作
製
し
、
バ
ク
テ

リ
ア
を
植
菌
し
て
一
定
時
間
後
に
増
殖
し
て
い
る
か
を
目
で
確
認
す

る
資
化
性
試
験
や
、
液
体
培
地
中
で
分
解
・
消
費
さ
れ
た
オ
パ
イ
ン
の

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
対
照
実
験
の
結
果
と
比
較
し
て
検
討
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
授
業
で
は
、
化
学
と

生
物
の
両
面
に
関
わ
る
知
識
を
学

ぶ
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
実
験
に

必
要
な
手
法
を
習
得
し
ま
す
。
さ

ら
に
本
学
付
属
の
グ
リ
ー
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
の
見
学
を
通

じ
て
、
ア
グ
ロ
バ
ク
テ
リ
ウ
ム
を
用

い
た
遺
伝
子
組
換
え
植
物
の
作
製

法
や
そ
の
安
全
な
栽
培
法
に
つ
い

て
も
学
び
ま
す
。

身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
で
知
る
現
代
の
生
理
活
性
物
質

化
学
と
バ
イ
オ
の
実
験
を
環
境
微
生
物
か
ら
学
ぶ

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

生
理
活
性
物
質
概
論

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
応
用
実
験
Ⅰ
Ｄ（
環
境
系
）

ニ
ュ
ー
ス
を
調
べ
レ
ポ
ー
ト
す
る

ユ
ニ
ー
ク
な
講
義

　
　
　
常
見 

美
幸
さ
ん

      （
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
3
年
次
生
）

　

こ
の
講
義
で
は
主
に
「
抗
生
物
質
」、「
細

菌
毒
素
」、「
ホ
ル
モ
ン
」、「
環
境
汚
染
物
質
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
、

生
物
用
語
の
説
明
や
テ
ー
マ
に
関
す
る
様
々
な
物
質
や
ニ
ュ
ー
ス
の

紹
介
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
外
部
か
ら
の
講
師
の
講
義
も
行
わ
れ

ま
す
。

　

レ
ポ
ー
ト
の
内
容
と
し
て
、
講
義
テ
ー
マ
に
関
す
る
最
近
の

ニ
ュ
ー
ス
を
調
べ
る
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
小
テ
ス
ト
に
は
英
文
が
出
て
く
る
の
で
、

英
語
の
勉
強
に
も
な
り
ま
し
た
。

リ
ゾ
ビ
ウ
ム
属
細
菌
に
よ
る

オ
パ
イ
ン
の
分
解

　
　
　

荻
須 

茉
生
さ
ん

      （
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
2
年
次
生
）

オ
パ
イ
ン
と
は
植
物
の
ク
ラ
ウ
ン
ゴ
ー
ル
や

毛
状
根
腫
瘍
で
見
ら
れ
る
低
分
子
量
化
合
物
で
あ
り
、
今
回
精
製
し
た

ミ
キ
モ
ピ
ン
と
ク
ク
モ
ピ
ン
の
２
種
類
は
、
オ
パ
イ
ン
の
立
体
異
性
体

の
関
係
に
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
実
験
で
は
、オ
パ
イ
ン
の
立
体
異
性
体
の
化
学
的
異
性
体
や
、

構
造
を
理
解
す
る
た
め
に
、毎
週
木
、金
曜
日
の
6
日
間
実
験
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
一
番
印
象
的
な
こ
と
は
、
あ
る
A
株
B
株 

を
培
地
に

塗
り
、
培
養
さ
せ
て
ミ
キ
モ
ピ
ン
と
ク
ク
モ
ピ
ン
を
資
化
す
る
資
化
性

試
験
で
、
い
ろ
ん
な
絵
や
自
分
の
名
前
な
ど
を
培
地
に
書
い
た
も
の
が

培
養
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
班
の
中
で
役
割
を
分
担
し
効
率
よ
く

行
っ
た
り
、ど
ん
な
時
も
助
け
合
っ
た
り
し
て
、良
い
友
好
関
係
を
築
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
一
見
難
し
そ
う
な
実
験
で
す
が
、
６
日
間
を
通

じ
て
楽
し
い
実
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

担
当
：
中
村 

卓
先
生

              

担
当
：
佐
々
木 

真
一
先
生
、蔡 

晃
植
先
生
、林 

誠
先
生
、向 

由
起
夫
先
生

             

受講生の声 受講生の声

（
3
年
次
前
期
）

 

（
2
年
次
前
期
）

生自

授
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巻頭特集

長浜バイオ大学
ならではの学び

学
が
立
地
す
る
湖
北
地
方
は
、
豊
か
な
生
物
多
様
性
を
保
ち
、

そ
の
中
に
人
々
が
調
和
し
て
暮
ら
す
地
域
で
す
。
早
春
に

は
大
学
の
す
ぐ
近
く
の
里
山
で
希
少
種
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が

産
卵
し
ま
す
。
ま
た
初
夏
に
か
け
て
琵
琶
湖
か
ら
河
川
へ
ナ
マ
ズ
や

ア
ユ
な
ど
多
く
の
魚
が
遡
上
し
、
夏
に
は
ホ
タ
ル
の
飛
翔
を
構
内
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
環
境
の
中
で
、
生
物
学
の
原
点

で
あ
る
自
然
観
察
を
起
点
と
し
た
主
体
的
学
習
を
行
う
の
が
こ
の
実

習
の
目
的
で
す
。

　

野
外
で
の
実
体
験
を
通
し
て
、
野
生
生
物
に
対
す
る
知
識
と
取
り

扱
い
技
術
を
生
物
多
様
性
、共
生
の
観
点
か
ら
習
得
す
る
の
が
、希
少

種
の
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
態
調
査
と
繁
殖
地
保
全
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
1
年
次
に
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
産
卵
と
幼

生
の
調
査
・
観
察
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
、
2
年
次
に
は
カ
ス
ミ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
繁
殖
地
の
状
況
調
査
、
繁
殖
地
保
全

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
・
実
行
に
参
加
し
、こ
れ
を
レ

ポ
ー
ト
に
ま
と
め
ま
す
。

産
資
源
の
復
活
と
拡
大
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
湖
北
か
ら
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
琵
琶
湖
の
固
有
種
で
80
セ
ン
チ
に
も
達
す
る

大
型
魚
ビ
ワ
マ
ス
の
養
殖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
、稚
魚
の

育
苗
に
水
田
を
利
用
す
る
魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま
す
。
前
者
で
は
、種
苗
選
抜
や

そ
の
特
性
、
習
性
に
応
じ
た
養
殖
シ
ス
テ
ム
が
い
か

に
し
て
構
築
さ
れ
て
い
く
の
か
を
実
践
体
験
を
通
じ

て
習
得
し
ま
す
。
後
者
は
、産
卵
、育
苗
に
適
し
て
外

敵
の
侵
襲
に
対
し
て
の
安
全
度
も
高
い
田
植
え
前
後

の
水
田
で
、モ
ロ
コ
、フ
ナ
、コ
イ
、ナ
マ
ズ
な
ど
の
在

年
次
生
向
け
の
本
実
習
で
は
小
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
た
自

律
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
の
開
発
実
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。
最
近
の
Ｉ
Ｔ
分
野
で
最
も
注
目
を
浴
び
て
い
る
ト
ピ
ッ
ク
は
、

人
工
知
能
と

（
物
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）で
す
が
、
本
実
習
は
ロ

ボ
ッ
ト
に
搭
載
さ
れ
た
各
種
の
セ
ン
サ
ー
類
か
ら
の
情
報
を
統
合
し

て
運
動
系
を
制
御
す
る
た
め
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
理
解
し
、
そ
れ
を

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
装
す
る
こ
と
が
目
的
な
の
で
、
正
に
こ
の
２

つ
の
最
重
要
テ
ー
マ
を
理
解
す
る
た
め
の
導
入
学
習
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　

初
め
の
頃
は
ワ
ン
ボ
ー
ド
マ
イ
コ
ン
に
搭
載
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
を
介
し
て
、温
度
セ
ン
サ
ー
な
ど
の
情
報
を
読
み
取
り
、そ

の
情
報
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
明
る
さ
と
し
て
表
現
す
る
、
と
い
っ
た
初
歩
的

な
課
題
を
学
び
ま
す
。
そ
の
後
、
物
体
識
別
能
力

を
有
し
た
カ
メ
ラ
を
用
い
て
、
カ
メ
ラ
の
２
軸
回

転
機
構
を
制
作
し
、
こ
れ
を
キ
ャ
タ
ピ
ラ
型
の
ロ

ボ
ッ
ト
に
組
み
込
ん
で
、
ユ
ー
ザ
が
指
定
し
た
色

情
報
を
持
つ
物
体
を
識
別
し
て
、
滑
ら
か
に
物
体

を
追
尾
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
構
築

技
術
を
学
び
ま
す
。
現
在
は
、
６
本
の
光
セ
ン

サ
ー
を
使
っ
て
複
雑
な
迷
路
の
情
報
を
判
別
し
、

最
短
経
路
で
ゴ
ー
ル
に
到
達
す
る
、
と
い
っ
た
課

題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

実
習
の
課
題
は
、
ノ
イ
ズ
の
多
い
実
世
界

の
情
報
を
扱
う
た
め
に
、
適
応
性
の
高
い

『
し
な
や
か
な
』
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
全
員
が
と
て
も
楽
し
そ
う
に
積

来
種
の
稚
魚
を
、
外
敵
の
捕
食
か
ら
身
を
守
れ
る
大
き
さ
ま
で
育
て
、

夏
の
「
水
抜
き
」
と
と
も
に
琵
琶
湖
に
自
然
放
流
す
る
過
程
を
観
察
し

ま
す
。
こ
れ
ら
は
優
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
ま
だ
ま
だ
未
解
決

の
問
題
も
多
く
、
野
外
で
の
実
践
を
と
お
し
た
体
験
を
と
お
し
て
、
最

終
的
に
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
す
る
改
善
点
の
提
案
を
行
う
と
こ
ろ

ま
で
深
く
学
習
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
朝
日
漁
業
協
同
組
合
で
川
漁
師

の
刺
し
網
を
琵
琶
湖
で
体
験
し
、
漁
獲
デ
ー
タ
を
取
る
こ
と
に
よ
り

琵
琶
湖
の
水
産
資
源
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
実
習
で
も
、
地
域
の
古
老（
ベ
テ
ラ
ン
）た
ち
の
話
を
直

接
伺
い
、
学
生

た
ち
が
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

に
対
し
て
も
問

題
意
識
を
持
て

る
よ
う
に
配
慮

し
て
い
ま
す
。

極
的
に
課
題
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
思
っ
た
よ
う
に
動
作
し
な
い
原

因
を
様
々
な
角
度
か
ら
分
析
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
良
を
精
力
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
実
習
時
間
後
も
自
ら
進
ん
で
開
発
を
継
続
す
る
学

生
が
多
く
、
段
階
的
に
提
示
す

る
解
答
例
を
そ
の
ま
ま
使
う
学

生
は
皆
無
で
、コ
ツ
コ
ツ
と
改
良

を
続
け
て
き
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
力
を
注

い
で
い
ま
す
。
実
習
教
材
の『
高

度
な
知
的
オ
モ
チ
ャ
』
的
な
感

覚
が
、
彼
ら
の
好
奇
心
と
向
学

心
を
強
く
刺
激
し
て
い
る
の
で
、

と
て
も
理
想
的
な
学
習
環
境
に

な
っ
て
お
り
、教
え
る
側
も
毎
回

ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
実
習
を
進

め
て
い
ま
す
。

大
学
の
立
地
環
境
を
活
か
し
た
主
体
的
な
学
び

小
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
た
自
律
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

な
ど
を
開
発

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

湖
北
動
物
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ

生
命
情
報
科
学
専
門
実
習
Ⅰ

生
き
物
と
人
間
と
の
共
存
を

体
験
し
な
が
ら
学
ぶ

　
　
　

湯
浅 

萌
さ
ん

      （
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
2
年
次
生
）

　

湖
北
動
物
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
カ
ス
ミ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
保
護
活
動
や
琵
琶
湖
で
行
わ
れ
て
い
る
伝
統
的

な
漁
の
体
験
な
ど
、
様
々
な
こ
と
を
学
び
ま
す
。
普
通
な
ら
出
来
な
い

体
験
が
た
く
さ
ん
で
き
る
の
が
い
ち
ば
ん
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
行
う
活
動
も
あ
り
、
と
て
も
楽

し
い
で
す
。
地
域
の
人
た
ち
と
交
流
で
き
る
こ
と
も
、
湖
北
動
物
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ら
で
は
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
湖
北
動
物
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
か
学
べ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
生
き
物
と
人
間
が
ど
の
よ
う
に
共
存
し
て
生
き
て
き
た
の
か

な
ど
、
昔
か
ら
そ
の
地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
に
し
か
わ
か
ら
な

い
こ
と
も
た
く
さ
ん
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
回
数
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、一
回
が
と
て
も
貴
重
で
楽
し
い
授
業
で
す
。

普
段
は
出
会
え
な
い
教
材
を

使
っ
た
学
習
体
験

　
　

川
上 

喬
史
さ
ん

      （
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
3
年
次
生
）

こ
の
生
命
情
報
科
学
専
門
実
習
Ⅰ
を
通
し

て
、
私
は
今
ま
で
以
上
に
情
報
科
学
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
分
野
に
興

味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

授
業
内
容
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
各
々
の
課
題
に
応
じ
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
し
て
実
際
に
動
か
す
、と
い
う
こ
と
を
軸
に
お
い
た
も
の
で
、難
し
い

部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
、実
際
に
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
し
た
通
り
に
ロ
ボ
ッ
ト
が
動
い
て
く
れ
た
時
は
、
と
て
も
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、仲
間
達
と
助
け
合
い
、先
生
方
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
こ
と
で
、
新
た
な
発
見
も
多
く
ス
ム
ー
ズ
に
問
題
を
解
決
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

BeagleBone Black 

や Raspberry Pi 

2
な
ど
の
最
新
型
の
マ
イ

コ
ン
ボ
ー
ド
や
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
な
ど
、
普
段
で
は
な
か
な
か
出
会
う
こ

と
の
な
い
教
材
を
使
っ
た
学
習
体
験
が
で
き
、
開
発
環
境
が
整
っ
て
い

て
や
り
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
授
業
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
こ
の
実

習
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
活
動
に
活
か
し
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

担
当
：
野
村 

慎
太
郎
先
生
、齊
藤 

修
先
生
、荻
野 

肇
先
生
、

　
　
　

河
内 

浩
行
先
生

              

担
当
：
和
田 

健
之
介
先
生
、土
方 

敦
司
先
生
、辻 

敏
之
先
生
、

　
　
　

米
澤 

弘
毅
先
生
、和
田 

佳
子
先
生

ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

受講生の声 受講生の声

（
1
・
2
年
次
）

（
3
年
次
前
期
）

尾上地区で刺し網漁を体験

ビワマスの養殖をお手伝い

本

本 水

３
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News Clip

　

　

News Clipニュースクリップ

新年度から臨床検査学プログラムを開設し、JABEE 予備審査では本学のカ
リキュラムが「暫定認定プログラム」に認められるなど教育面での改革が図
られるとともに、学生たちの学びと自主活動も多彩に広がっています。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
パ
ー
ス
の
名

門
大
学
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学

（
U
W
A
）
C
E
L
T
（
英
語
教
育
セ

ン
タ
ー
）が
主
催
し
、西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
州
政
府
が
後
援
す
る
3
週
間
の
短
期

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
1
年
次
生
か
ら

4
年
次
生
ま
で
の
学
部
生
11
人
と
大
学

院
生
が
4
人
、
そ
し
て
職
員
1
人
の
16

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
短
期
留
学
は
、
語
学
研
修
に
加

え
て
、
生
命
科
学
の
実
験
や
現
地
の
バ

イ
オ
関
連
企
業
を
視
察
す
る
、
本
学
の

た
め
に
特
別
に
企
画
さ
れ
た
短
期
留
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
8
月
31
日
か
ら
9
月

18
日
の
日
程
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
は
、ノ
ー
ベ
ル
賞

受
賞
者
を
輩
出
す
る
名
門
大
学
で
、「
グ
ル
ー
プ
・
オ
ブ
・
エ
イ
ト
」（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
8
大
学
）と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
最
も
優
れ
た
大
学
の
１
つ
で
、教
育
と
研

究
の
優
秀
さ
に
つ
い
て
は
世
界
的
に
も
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

留
学
期
間
中
、
学
生
た
ち
は
パ
ー
ス
の
受
け
入
れ
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な

が
ら
、
語
学
研
修
と
講
義
の
聴
講
、
バ
イ
オ
実
験
講
義
と
実
験
を
行
い
ま
し
た
。ま

た
、
U
W
A
水
産
施
設
や
生
命
科
学
施
設
の
見
学
、
C
E
L
T
の
学
生
た
ち
と
の

遠
足
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

7
月
25
〜
26
日
に
浅
井
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
長
浜
青
年
会
議
所

が
開
催
し
た
「
子
ど
も
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
未
来
へ
の
カ
ギ
を
見
つ
け
だ
せ
」

に
、
本
学
の
学
生
20
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
地
域
の
子
供
た
ち
が
16
歳
ま
で
に
明
確
な
将
来
像
を
描
け

る
よ
う
に
、
体
験
を
通
し
て
視
野
を
広
げ
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
し

よ
う
と
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
浜
市
内
の
小
学
5
・
6
年
生
1
0
0
人
と
保

護
者
1
0
0
人
が
参
加
し
、
青
年
会
議
所
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
様
々
な
職
業
体
験
と
、
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
夢
や
将
来
設
計
を
話
し
合
い
、
理

想
の
ま
ち
を
模
型
で
つ
く
る
取
り
組
み
で
す
。

　

大
学
に
入
学
し
た
ら
積
極
的
に
人
と
関
わ
り

成
長
し
た
い
と
考
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
し
た
、

町
田
樹
洋
さ
ん
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
1

年
生
）
は
、「
自
分
の
夢
を
持
っ
て
い
る
子
ど
も

の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
模
型
作
り
で
も
自
分

に
は
な
い
発
想
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
ま
し
た
。

企
画
運
営
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
で
、
計
画

性
の
大
切
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。」
と
話

し
ま
す
。

　

高
校
時
代
で
き
な
か
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

　

7
月
12
日
、東
京
・
信
濃
町
の
明
治
記
念
館
で
、本
学
の
特
別
招
聘
教
授
で
あ
っ

た
「
清
水
信
義
先
生
を
偲
ぶ
会
」
が
開
催
さ
れ
、
生
前
先
生
と
親
交
の
深
か
っ
た

2
0
0
人
を
越
え
る
方
々
が
出
席
し
、故
人
の
人
柄
と
業
績
を
偲
び
ま
し
た
。本
学

か
ら
は
三
輪
正
直
学
長
、
若
林
浩
文
理
事
長
と
先
生
の
指
導
を
受
け
た
学
生
2 

人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
式
典
で
は
、
献
花
と
と
も
に
杉
村
隆
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
名
誉
総

長
・
東
邦
大
学
名
誉
学
長
、
高
久
史
麿
日
本
医
学
会
会
長
な
ど
6
人
の
方
か
ら
お

言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
が
、
予
定

し
て
い
た
時
間
を
大
幅
に
超
過
し

故
人
の
存
在
感
の
大
き
さ
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
第

二
部
の
懇
親
会
で
は
、
医
学
・
ゲ

ノ
ム
学
と
は
異
な
る
舞
踏
家
の
大

御
所
、
小
山
朱
鷺
子
さ
ん
よ
り
お

言
葉
を
い
た
だ
き
、
故
人
が
築
い

た「
日
本
文
化
と
医
学
の
不
思
議

な
接
点
」を
垣
間
見
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
の
偲
ぶ
会
は
、
慶
應
義
塾
大

学
先
導
研
究
G
S
P
セ
ン
タ
ー
の

山
口
良
考
先
生
、高
柳
淳
先
生
、針

谷
晴
美
先
生
が
発
起
人
と
な
り
開

催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

２
０
１
５
年
のiGEM

世
界
大

会
は
、
9
月
24
〜
28
日
ま
で
、
米

国
・
ボ
ス
ト
ン
の
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
工
科
大
学
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
２
０
１
３
年
の
初
参
加
で
銅

メ
ダ
ル
を
受
賞
し
た
本
学
の
チ
ー

ム「iGEM
 N

agaham
a

」は
、
昨
年

の
銀
メ
ダ
ル
に
続
い
て
金
メ
ダ
ル

の
獲
得
を
め
ざ
し
、「
香こ

う
ぞ
う
こ

蔵
庫
」
と

い
う
ト
ピ
ッ
ク
を
掲
げ
参
加
し
ま

す
。

　

iGEM

は
、
遺
伝
子
回
路
を
デ
ザ

イ
ン
し
て
生
物
に
新
た
な
機
能

き
、
意
見
交
換
を
通
し
て
研
究
者

を
め
ざ
す
学
生
の
交
流
を
図
る
も

の
で
す
。
参
加
者
は
中
国
国
内
の

大
学
と
世
界
各
国
か
ら
29
人
が
集

ま
り
、
講
演
者
は
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
を
は
じ
め
各
国
か
ら
多
数
の
先

生
が
参
加
し
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

「
お
話
を
聴
く
こ
と
以
外
に
も

様
々
な
企
画
で
交
流
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
で
異
な
る
専
門
分
野

を
学
び
研
究
を
行
っ
て
い
る
人
た

ち
が
交
流
す
る
素
晴
ら
し
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。」
と
松
村
さ
ん
は

語
っ
て
い
ま
す
。
本
学
か
ら
参
加
し
た
学
生
に
と
っ
て
は
、
様
々
な
先
生
か
ら

お
話
を
聴
き
、
世
界
各
国
の
異
な
る
専
門
分
野
を
学
ぶ
人
た
ち
と
交
流
す
る
と

い
う
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

動
を
や
り
た
い
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
こ
の
企
画
を
探
し
て
応
募
し
た
、
西
部
彩
佳

さ
ん
（
同
1
年
次
生
）
も
、「
ま
ち
を
守
り
た
い
と
か
、
父
の
仕
事
に
憧
れ
て
い
る

な
ど
、
将
来
な
り
た
い
職
業
の
理
由
を
し
っ
か
り
持
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
こ
の
企
画
に
参
加
す
る
こ
と
で
顔
見
知
り
が
増
え
、
先
輩
と
も
良
い
人
間
関

係
が
作
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

を
持
た
せ
、そ
の
独
自
性
や
有
用
性
を
競
い
合
う
合
成
生
物
学
の
世
界
大
会
で
す
。

本
学
の
チ
ー
ム
は
ワ
サ
ビ
の
様
に
抗
菌
作
用
の
あ
る
香
り
で
、
電
気
冷
蔵
庫
の
代

わ
り
に
食
品
を
保
存
で
き
る
魔
法
の
箱「
香
蔵
庫
」を
開
発
し
参
加
し
ま
す
。

　

実
験
費
用
と
世
界
大
会
参
加
費
用
捻
出
の
た
め
に
挑
戦
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ（
ア
カ
デ
ミ
ス
ト
）で
は
、
25
万
円
の
目
標
額
に
対
し
て
31
万
円
の
支

援
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
し
て
ア
イ
デ
ア
実
現
の
た
め
の
資
金
を
多
数
の
支
援
者
か
ら
募
る
手
法
で
す
。

　

こ
の
号
の
完
成
時
に
は
結
果
が
判
明
し
て
い
ま
す
が
、
金
メ
ダ
ル
の
獲
得
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

小
学
生
対
象
の
1
泊
キ
ャ
ン
プ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
へ
の
短
期
留
学
に
16
人
が
参
加

清
水
信
義
先
生
を
偲
ぶ
会
を
開
催

中
国
・
東
北
大
学
の
国
際
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
参
加

8
月
3
日
〜
14
日
、
中
国
・
東
北
大
学
に
て
２
０
１
５
年
度 

〝International 

Sum
m
er School

〞 

が
開
催
さ
れ
、
本
学
か
ら
松
村
研
哉
さ
ん
（
大
学
院
博
士
課

程
後
期
課
程
1
年
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
本
学
が
提
携
し
て
い
る
中
国
・
東
北
大
学
が
世
界
中
の
大
学
に

働
き
か
け
、
医
療
情
報
分
野
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
生
方
の
お
話
を
聴

渡
航
費
用
な
ど
を
調
達
す
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァン
デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦
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News Clip

恒例となったCELL部の子ども科学教室

地域と大学

●長浜バイオ大学学費支援奨学金【新設】

　学費支援奨学金は、修学の意志があるにも関わらず、
家計状況により、修学が困難となっている学生を経済
的に支援するために、創立10周年記念募金を基金とし
て新たに設置しました。申請にはいくつか要件があり、
家計収入に基準がありますので、詳しくは10月中旬に
開催する説明会で要項を配布の上、内容の詳細を説明
いたします。

【学費支援奨学金の内容】
給付金額： 20万円（年間1回限り給付で、4か年で最大4

回の受給可能。返還の必要はありません。）
申請期間：詳細は説明会で説明予定。
募集時期： 前期および後期セメスターにそれぞれ1回実

施。但し、学部生・院生とも、1年次について
は後期セメスターから募集します。

給付時期： 2016年1月下旬（2015年度は後期セメスタ
ーのみ実施します。）

募集人数： 若干名　※家計急変奨学金との併用受給は
できません。

●長浜バイオ大学家計急変奨学金

　本学では、修学の意志があるにもかかわらず、家計状
況の急変により修学が困難となっている学生を経済的
に援助する目的で、「長浜バイオ大学家計急変奨学金」
を設置しています。
　急変に該当する事由に限定があり、家計収入に基準
がありますので、詳しくは10月中旬に開催する説明会
で要項を配布します。

【家計急変奨学金の内容】
給付金額： 30万円（年間1回限り給付。返還の必要はあ

りません。）
申請期間：2015年11月11日（水）～ 18日（水）
給付時期：2016年1月下旬
募集人数：5名
※長浜バイオ大学家計急変奨学金の申込、相談は学生
担当で行っています。

●日本学生支援機構奨学金について

※日本学生支援機構奨学金についての相談、事務取扱
は学生担当窓口で行っています。
【臨時採用について／第二種奨学金（有利子）】
　日本学生支援機構奨学金は、例年4月の定期採用で募
集が終了します。しかし、今年度は第二種奨学金（有利
子）の臨時採用の募集が行われます（第一種（無利子）の
募集はありません）。今までに貸与を受けていない学
生が新たに貸与を希望する場合が対象です。
　臨時採用の申請手続きは、9月中に学内掲示、Web
掲示等で案内します。申請を希望する学生は掲示に注
意してください。

【大学院予約採用】
　予約採用制度は、本学大学院「博士課程前期課程」の
2016年度入学試験に合格し、来年4月に入学予定の学
生を対象にしたものです。入学前に奨学生採用が決定
することにより、安心して大学院へ進学できます。予
約採用に関する説明会は8月初旬と9月下旬に行いま
す。希望する学生は参加してください。
　※説明会の案内は、学内掲示、Web掲示等でお知ら
せします。

【奨学金の返還（2016年3月に卒業する学生）】
　奨学金の返還は貸与終了の翌月から数えて7カ月目
に始まります。2016年3月に卒業する学部生、修了す
る大学院生は、3月に満期終了し2016年10月から返
還が始まります。貸与終了に先立ち、2015年11月頃
までに「貸与奨学金返還確認票」（満期時における貸与
総額・返還月額等が記載されている）と『返還のてびき』

（返還に伴う各種手続きの解説書）が届きます。返還に
伴う手続きに関する説明会を11月～ 12月に開催しま
す。2016年3月に卒業する学部生、修了する大学院生
は、必ず参加してください。
　上記説明会は、日本学生支援機構からの「貸与奨学金
返還確認票」が到着してから決定します。説明会の案
内は、学内掲示、Web掲示等により行いますので、対象
者は御注意ください。
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今回は、バイオサイエンス学科の新蔵礼子先生の研究室から、同窓会のレポートを送っていた
だきました。新蔵研では、毎年ゴールデンウィークに同窓会を開催しているそうです。

学生生活 information

新蔵研究室

同窓会
レポート

　卒業生同士や卒業生と現役学生などが集まる機会があれば、ぜひ「同窓会レポート」に投稿を寄せてください。会合の規模や
参加人数などは問いません。
　400 字程度の原稿と写真（1.5MB 以上）を下記アドレスまでメールでお送りください。文中には、開催日と場所の他、どのよ
うなつながりの集まりなのかを紹介してください。メールには原稿作成者の氏名、学籍番号、郵便番号、住所を明記してください。
薄謝を進呈します。●原稿送り先：kouhou@nagahama-i-bio.ac.jp　  メールの件名は「めいこう同窓会レポート」でお願いします。

原稿募集

　卒業生同士や卒業生と現役学生などが集まる機会があれば、ぜひ「同窓会レポート」に投稿を寄せてください。会合の規模や

　毎年、ゴールデンウィークになると、一泊二日の日程で、新蔵研
の同窓会が伊吹山で行われます。今年卒業し、他大学の大学院に進
学した私は、OB として参加しました。
　当日は、新蔵研の現役生はもちろん、その日が「初めまして」の
先輩も多数来られていました。昼はバーベキューをしてお肉をたら
ふく、夜も小屋で料理を食べ、とにかくひたすら飲み食いした記憶
が濃く残っています。
　みんなの近況を聞けるのもこの合宿の良いところで、卒業された
先輩も含めた異分野同士の交流が新鮮に感じました。私自身は医学
系の大学院で座学を中心としたカリキュラムをこなしていたので、
実験系の人達との交流はなかなか良い刺激になりました。（報告：
小西 陽介さん）

8 月 8 日、本学が毎年開催している小学生を対象にした科学講
座、「夏休み！子ども科学教室」を開催、長浜市を中心とした児
童と保護者 88 人（第 1 回：9 時から 12 時は 43 人、第 2 回：
13 時から 16 時は 45 人）が参加し、科学実験に取り組みました。

この講座では、本学の学生サークル「CELL 部」の学生たちが
講師となり、「ペットボトルで作ろう！遊ぼう！」をタイトルに、

「ペットボトルで空気砲を作ろう」と「不思議な粉で芳香剤を作
ろう」の 2 つの工作と実験に取り組みました。

参加した児童からは、「とても楽しかった」、「身近なものでこ
んなものが作れるなんてすごいと思いました」、「粉と水を混ぜる
だけで水にも固まりにもなるのがすごかった」などの感想が寄せ
られ、夏休みのひと時を楽
しく過ごすことができたよ
うです。

藤井勇治長浜市長も講座
に駆けつけ、CELL 部の学
生と参加した児童たちにご
挨拶をいただきました。
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古﨑 信吾さん
（バイオサイエンス学科3年次生）

　今回、長浜バイオ大学の、毎年7
月に行われる文化系サークルの合
同イベント「B7」に、軽音楽部部長兼
総括として参加させていただきました。
　B7には9団体の部活・サークルが参加し、演奏・演技・
発表・販売などによって、日頃の成果を存分に発揮し、盛
り上がりを見せてくれました。私は、軽音楽部と吹奏楽
部、軽音楽部とダブルダッチ部とダンス部の２つのコラボ
レーションに部長として参加させていただきましたが、部
活の枠を超えたこの企画はすごく楽しく、良い思い出とな
りました。
　来年もまた本学恒例のイベントとして行われると思い
ますが、一つ下の世代の後輩たちが、どんなB7にするか
楽しみです。

瀨水 淑且さん
（バイオサイエンス学科 2年次生）

　私は吹奏楽部で納涼祭に参加
させていただきました。納涼祭
は卸売市場主催のお祭りで多くの地域の方が
いらっしゃいます。2年次生が受け持つ初めての依頼
演奏で、地域の方に演奏や構成を楽しんでもらえるか、
代表として動くこと、全てのことに緊張しかありませ
んでした。本番はお祭りのトップバッター。演奏の時
間はあっという間に過ぎていきました。演奏が終わり
控室に帰るとき男の方に声をかけられました。「演奏
良かったよ！これからも頑張ってね！」と言っていた
だき、満足してもらえたことに嬉しさを感じました。
これからも音楽での地域交流で皆さんに楽しさを届け
たいです！

　

毎
年
7
月
の
上
旬
に
行

わ
れ
る
文
化
系
サ
ー
ク
ル

の
合
同
イ
ベ
ン
ト
「
B
7
」

が
7
月
5
日
に
本
学
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
軽
音
楽
部
、

吹
奏
楽
部
、
ダ
ン
ス
部
、

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
サ
ー
ク

ル
、
紅
茶
・
園
芸
サ
ー
ク

ル
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
研
究

会
、
C
E
L
L
部
、
マ
ジ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
、
写
真
部
の

計
9
団
体
が
参
加
し
て
お
り
、
外
部
か
ら
の
参
加
者
も

含
め
る
と
今
年
度
の
B
7
の
参
加
者
は
3
0
0
名
程

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
軽
音
楽
部
と
吹
奏
楽
部
が
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
の
合
奏
と
、そ
れ
を
聞
き
な
が
ら
紅
茶
・
園

芸
サ
ー
ク
ル
の
淹
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ
う
な
ど
、
普

段
で
は
味
わ
え
な
い
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
般
参
加
の
方
や
こ
の
B
7
を
盛
り
上
げ
た
実
行
委

員
に
と
っ
て
も
、
と
て
も
充
実
し
た
1
日
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
年
度
、
湖
北
地
域
の
生
産
者
と
連
携
し
て
農

産
物
の
生
産
・
加
工
・
販
売
を
支
援
す
る
グ
ル
ー
プ

「
W
A
L
K
」
を
結
成
し
た
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学

科
3
年
次
生
の
渡
邉
諒
太
さ
ん
。「
農
業
体
験
で
心

か
ら
楽
し
ん
で
農
業
に
関
わ
る
人
た
ち
に
触
れ
、
農

業
を
通
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
と
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
」
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
同
じ
く
農
業

に
興
味
を
持
つ
同
学
科
3
年
次
生
の
山
下
祥
平
さ

ん
、
石
井
龍
一
さ
ん
の
3
人
で
、
10
月
に
開
催
さ
れ

る
命
洸
祭
で
、湖
北
の
生
産
者
に
よ
る
産
直
販
売「
マ

ル
シ
ェ
」
を
企
画
中
。
生
産
者
の
と
こ
ろ
へ
直
接
足

を
運
び
、
出
店
者
を
募
っ
て
い
ま
す
。「『
主
催
が
バ

イ
オ
大
と
聞
く
と
、
遺
伝
子
組
換
え
し
た
野
菜
が
並

ぶ
の
で
は
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
』
と
い
う
地
域

の
方
の
意
見
に
、
自
分
た
ち
で
は
考
え
も
し
な
い
印

象
を
持
つ
人
も
い
る
の
だ
と
驚
い
た
」（
山
下
さ
ん
）、

「
市
役
所
に
提
出
す
る
資
料
を
作
っ
た
が
、
想
い
が

先
行
し
て
う
ま
く
伝
え
ら
れ
ず
、
気
持
ち
だ
け
じ
ゃ

ダ
メ
な
ん
だ
と
気
付
い
た
」（
石
井
さ
ん
）
と
、日
々

奮
闘
し
な
が
ら

実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。「
人

と
人
と
の
絆
を

築
き
、
学
び
た

い
学
生
さ
ん
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
」
と
、
新

た
な
メ
ン
バ
ー
も

募
集
中
で
す
。

　

8
月
29
日
に
長
浜
卸
売
市

場
で
開
催
さ
れ
た
納
涼
祭
に
、

本
学
の
吹
奏
楽
部
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
納
涼
祭
の
正
式
名
称

は
、「
市
場
感
謝
祭
」。
家
族
連

れ
が
多
く
、地
域
の
方
か
ら
遠

方
の
方
ま
で
が
多
数
参
加
し
、

納
涼
祭
は
大
変
な
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
様
々
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
出
店
も
あ
り
子
ど
も

た
ち
は
餅
ま
き
や
、魚
つ
か
み
コ
ー
ナ
ー
、流
し
そ
う
め
ん

な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
楽
し
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

吹
奏
楽
部
は
今
回
、
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
を
務
め
ま
し
た
。

「
も
の
の
け
姫
」「
ル
パ
ン
三
世
の
テ
ー
マ
」「
星
に
願
い
を
」

「
勇
気
1
0
0
%
」「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」の
全
5
曲
を
演
奏

し
ま
し
た
。
演
奏
中
、
楽
し
そ
う
に
聞
い
て
い
る
方
も
見

ら
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
盛
大
な
拍
手
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
音
楽
で
の
地
域
交
流
を
主
と
し
て
い
る
吹
奏
楽
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

卸
売
市
場
の
納
涼
祭
で

吹
奏
楽
の
音
色
が
響
く

今
年
度
も
文
化
系
サ
ー
ク
ル
合
同

イ
ベ
ン
ト
B
7
を
実
施
し
ま
し
た
！

文
武
両
道

　

剣
道
部

　

部　

長　

西 

康
平
さ
ん

      （
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
3
年
次
生
）

　

剣
道
部
は
、
今
年
度
か
ら
新
し
く
創
設
し

た
部
活
動
で
す
。
剣
道
と
い
う
の
は
、
試
合

で
勝
つ
事
だ
け
を
目
的
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で

は
な
く
、
人
と
人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
、

礼
節
を
重
ん
ず
る
武
道
で
す
。
今
年
は
大
会

出
場
を
目
標
と
せ
ず
、
個
人
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
の
為
、
昇
段
試
験
な
ど
に
向
け
て
稽
古
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
の
部
員
は
総
勢
12
人
で
、
内
9
人
が

男
子
部
員
、
3
人
が
女
子
部
員
と
な
っ
て
い

ま
す
。
初
め
て
剣
道
を
す
る
初
心
者
の
人
も

い
れ
ば
有
段
者
も
い
て
経
験
歴
に
幅
が
あ
り

ま
す
が
、
み
ん
な
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
文
武
両
道
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
自
由
に
稽
古

出
来
る
場
と
し
て
設
け
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
毎
週
、
火
、
水
曜
日
の
午

後
か
ら
と
、
木
曜
日
の
午
前
に
活
動
し
て
い

る
の
で
是
非
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

anim
al research circle

、ARC

（
ア
ー
ク
）で
す
！

　

動
物
研
究
サ
ー
ク
ル「
Ａ
Ｒ
Ｃ
」

　

部　

長　

箸
中 

彩
夏
さ
ん

      （
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
2
年
次
生
）

　

こ
の
サ
ー
ク
ル
で
は
、
隔
週
で
各
自
調
査

し
た
生
物
の
発
表
を
行
い
、
月
に
2
回
、
生
物

を
扱
っ
た
施
設
に
見
学
に
行
き
ま
す
。
課
題

に
沿
っ
た
動
物
の
調
査
を
し
、
サ
ー
ク
ル
内

で
発
表
す
る
こ
と
で
、
動
物
の
知
識
を
深
め
、

発
表
能
力
を
養
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

他
に
も
、
湖
北
野
鳥
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

て
い
る
、
子
ど
も
た
ち
が
湖
北
の
自
然
を
探

検
し
た
り
生
き
物
を
調
べ
た
り
す
る
イ
ベ
ン

ト
「
こ
ほ
た
ん
」
の
手
伝
い
も
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
地
元
の
施
設
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
地
域
の
方
と
の
交

流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
出
来
た
ば
か
り
の
サ
ー
ク
ル
な
の

で
、
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

藝
術
学
と
生
物
工
学
の
融
合
を

目
指
す

　

美
術
部

　

部　

長　

大
越 

賢
也
さ
ん

      （
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
3
年
次
生
）

　

私
た
ち
美
術
部
は
、
旧
自
動
車
教
習
所
の

1
階
に
あ
る
部
室
に
て
、
藝
術
活
動
を
し
て

お
り
ま
す
。

　

活
動
日
時
は
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
故
、
創
作
し
た
い
時
に
自
由
に
創
作
す
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
基
本

的
に
は
生
物
工
学
に
関
係
し
た
も
の
、
ま
た

は
長
浜
に
関
係
し
た
も
の
が
多
い
で
す
が
、

様
々
で
す
。
今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
滋
賀

県
民
藝
術
展
覧
会
や
長
浜
市
民
美
術
展
覧
会

な
ど
に
出
品
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

部
員
も
少
な
く
、「
展
覧
会
に
出
品
し
た
こ

と
が
な
い
」、「
中
学
高
校
と
美
術
部
で
は
な

か
っ
た
か
ら
画
材
の
名
前
や
使
い
方
が
わ
か

ら
な
い
」
と
い
う
者
か
ら
、「
高
校
時
代
か
ら

藝
術
活
動
に
専
念
し
、
入
学
後
展
覧
会
に
出

品
し
て
い
る
」
と
い
う
人
ま
で
様
々
で
す
が
、

協
力
し
て
創
作
に
専
念
し
て
い
る
の
で
、
ぜ

ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e　c l ub  &  c i r c l e

クラブ・サークルだより

Campus Life Topics

WALK
湖
北
の
農
産
物
販
売

を
通
し
て

笑
顔
を
広
げ
る

「W
ALK

」

剣道部

左から山下さん、石井さん、渡邉さん
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地域に開かれた実験室を
備えた新棟を建設
―臨床検査学プログラム実習室と長浜学びの実験室

来年2月の完成に向けて新棟の起工式を6月18日に開催しました。
命岳館東側に建てられる新棟“命翔館”には、臨床検査学プログラム
の実習室と研究室の他に、地域に開かれた「長浜学びの実験室」も
開設されます。

新
棟
が
担
う
3
つ
の
役
割

　

新
棟
〝
命
翔
館
〞
の
役
割
の
1
つ
は
、
2
0
1
5
年
度

に
開
設
さ
れ
た
「
臨
床
検
査
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
実
習

室
・
研
究
室
の
整
備
で
す
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
3
階

建
て
の
1
階
と
2
階
に
は
、
臨
床
検
査
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

専
用
の
実
習
室
2
室
と
研
究
室
を
配
置
し
ま
す
。

　

2
つ
目
は
、
学
生
に
よ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

を
活
性
化
し
、
双
方
向
教
育
に
よ
る
教
育
効
果
を
高
め
、

2
0
1
4
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
新
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
効
果
的
に
進
め
る
学
習
環
境
の
整
備
で
す
。
そ
の
た

め
3
階
に
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
設

置
し
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
1
つ
は
、
長
浜
市
内
の
小
中
学
生
の
理

科
実
験
の
た
め
の
「
長
浜
学
び
の
実
験
室
」
を
１
階
に
設

け
ま
す
。
こ
れ
は
、
小
中
学
生
が
理
科
へ
の
興
味
を
抱

く
契
機
と
な
る
場
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
開
設
す
る
も

の
で
、
本
学
と
長
浜
市
、
長
浜
市
教
育
委
員
会
の
三
者
に

よ
る
協
議
会
が
運
営
を
担
い
ま
す
。

本
学
の
高
大
連
携
事
業
の
到
達
点

　

命
翔
館
に
開
設
す
る
「
長
浜
学
び
の
実
験
室
」
の
ベ
ー

ス
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
本
学
の
高
大
連
携
事
業
で
培

っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
で
す
。

　

生
命
科
学
・
生
命
情
報
科
学
に
特
化
し
た
「
バ
イ
オ

の
総
合
大
学
」を
標
榜
す
る
本
学
で
は
、
未
来
の
理
系
人

財
を
育
成
し
、
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
を
目
指
し
、
本
学

が
開
学
し
た
2
0
0
3
年
度
よ
り
中
学
・
高
校
生
や
理

科
担
当
教
員
を
対
象
と
し
た
高
大
連
携
事
業
を
実
施
し
、

2
0
0
9
年
度
か
ら
高
大
連
携
事
業
推
進
室
（
現
：
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
室
高
大
連
携
担
当
）
を
設
置

し
積
極
的
に
連
携
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
教
員
と
専
任
ス

タ
ッ
フ
が
実
施
校
を
訪
問
す
る
出
張
型
と
、
最
新
の
設

備
を
整
え
た
本
学
で
受
講
で
き
る
来
学
型
を
設
け
て
お

り
、
こ
の
6
年
間
で
の
べ
1
万
人
以
上
の
生
徒
に
生
命

科
学
・
生
命
情
報
科
学
に
関
わ
る
実
習
・
講
義
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

体
験
す
る
こ
と
は
も
っ
と
も
効
果
的
な
学
習
手
段
で

す
が
、
中
学
・
高
校
の
設
備
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
多

く
あ
り
ま
す
。
対
応

策
と
し
て
高
校
の
学

習
指
導
要
領
に
も
「
大

学
と
の
連
携
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
が
、
本
学

の
よ
う
に
対
外
的
に

募
集
を
し
て
連
携
授

業
を
実
施
し
て
い
る

大
学
は
他
に
は
あ
ま

り
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
ヒ
ト
や
動
物

長
浜
学
び
の
実
験
室
で
理
科
教
育
に
貢
献

　

湖
北
地
域
の
住
民
と
自
治
体
の
期
待
と
支
援
を
受
け

て
開
学
し
12
年
。
本
学
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で
、「
長
浜

バ
イ
オ
大
学
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
地
域
の
人
た
ち

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
大
学
運
営
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
環
が
こ
の「
長
浜
学
び
の
実
験
室
」 

で

す
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
、
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
す
る
よ

う
な
科
学
実
験
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
科
学
へ
の
関
心

を
高
め
、
豊
か
な
創
造
力
と
問
題
解
決
能
力
を
備
え
た

理
系
人
材
の
育
成
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
思
い
が
結
実

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
長
浜
市
と
連
携
し
、「
夏
休
み
子
ど
も
科
学

教
室
」、「
科
学
実
験
授
業
i
n
バ
イ
オ
大
学
」、「
理
科
部

会
所
属
教
員
向
け
研
修
会
」
の
3
事
業
を
試
験
的
に
実

施
し
ま
し
た
。
命
翔
館
に
開
設
す
る
「
長
浜
学
び
の
実

験
室
」で
は
、
本
学
の
高
大
連
携
事
業
で
実
施
し
て
き
た

実
験
の
蓄
積
を
も
と
に
、
小
中
学
生
に
科
学
の
面
白
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
多
彩
な
実
験
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
近
く
の
川
や
琵
琶
湖
の
水
を
見
る

こ
と
で
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
ミ
ジ
ン
コ
な
ど
多
様
な
生
き

物
が
い
る
こ
と
を
知
る
、
セ
ロ
リ
や
ほ
う
れ
ん
草
の
葉

を
色
水
に
つ
け
、
水
が
ど
の
よ
う
に
植
物
の
中
を
通
っ

て
い
る
の
か
を
見
る
、な
ど
で
す
。

命翔館の概要

◆完成　2016年2月（予定）
◆鉄筋コンクリート　3階建て
◆延べ床面積　1,514.34㎡
◆1階に「長浜学びの実験室」（実験
台3台）最大40人が実験可能

◆1階と2階に臨床検査学プログ
ラム実習室2室

◆3階にアクティブラーニング
ルーム

実
験
で
科
学
の
楽
し
さ
伝
え
る

―
　
高
大
連
携
事
業
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ベ
ー
ス
に
運
営

の
D
N
A
鑑
定
で
あ

れ
ば
、
出
張
型
で
あ
っ

て
も
大
学
の
ラ
ボ
一

つ
分
の
実
験
機
材
を

持
ち
込
み
ま
す
。
教

科
書
で
し
か
知
り
得

な
か
っ
た
D
N
A
と

い
う
存
在
を
、
高
校
生
向
け
の
キ
ッ
ト
で
は
な
く
本
物

の
機
材
を
使
っ
て
、
自
ら
の
手
で
扱
え
る
点
が
魅
力
と

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
で
、
滋
賀
県
内
や
近
隣
の
岐
阜

県
を
中
心
に
リ
ピ
ー
タ
ー
校
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
私
た
ち
に
と
っ
て
最
大
の
個
人
情
報
で
あ
る

D
N
A
を
扱
う
こ
と
は
、
生
命
倫
理
の
問
題
も
無
関
係
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
授
業
の
際
に
D
N
A
鑑
定
の
メ
リ
ッ
ト

は
も
ち
ろ
ん
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
紹
介
、
三
輪
正
直

学
長
に
よ
る
「
生
命
倫
理
」
の
講
義
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
皆
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
く
れ
、〝
生
命
〞に
つ

い
て
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

高
大
連
携
授
業
の
実
験
・
実
習
メ
ニ
ュ
ー

　

高
大
連
携
授
業
の
代
表
例
と
し
て
、
豚
の
品
種
を
判

定
す
る
D
N
A
鑑
定
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
黒

豚
肉
の
食
品
偽
装
問
題
の
と
き
に
開
発
さ
れ
た
特
許
技

術
で
、
農
林
水
産
先
端
技
術
振
興
セ
ン
タ
ー
の
許
諾
を

得
て
実
習
に
使
用
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
バ
ー
ク
シ
ャ

ー
種
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
種
、
デ
ュ
ロ
ッ
ク
種
と
い
っ
た
豚

の
D
N
A
を
P
C
R
法
で
増
幅
し
、
D
N
A
を
切
断
す

る
ハ
サ
ミ
の
役
割
を
も
つ
制
限
酵
素
で
品
種
を
判
定
し

て
も
ら
い
ま
す
。
他
に
も
遺
伝
子
組
み
換
え
実
習
や
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
病
気
に
関
連
す
る
遺
伝
子
を
探
索
す

る
実
習
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

起工式で穿初之儀を行う若林理事長

長浜北高校との生命倫理の講座

虎姫高校とのバイオ実験の講座

新棟“命翔館”の完成予想図（手前右側の建物）
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高大連携講座など地域への貢献活動の発展や、学
生・教職員の国際交流の進展に伴い、新たな部署を
設置するなどの組織改革を進めました。

大学からのお知らせ

　

私
た
ち
生
物
の
体
は
主
に
炭
素
原
子
を

骨
格
に
も
つ
有
機
化
合
物
か
ら
成
り
立
ち

ま
す
。
そ
し
て
生
体
に
作
用
す
る
医
薬
品

な
ど
も
ま
た
、
有
機
化
合
物
で
あ
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

こ
の
授
業
で
は
、
創
薬
科
学
の
研
究
に

は
欠
か
せ
な
い
有
機
化
合
物
の
基
本
的
な

合
成
反
応
を
学
習
し
、
分
子
・
原
子
の
レ

ベ
ル
で
電
子
論
的
な
立
場
か
ら
様
々
な
有

機
反
応
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
す
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
履
修
す
る
学
生

は
2
年
次
に「
創
薬
・
機
能
物
質
プ
ロ
グ
ラ

ム
」を
選
択
し
た
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

の
学
生
が
大
半
で
す
が
、
創
薬
科
学
の
研

究
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン

ス
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
頻
出
す
る
酵
素
反

応
な
ど
に
つ
い
て
も
、
化
学
の
視
点
で
基

本
原
理
を
理
解
す
る
に
は
有
用
な
学
問
で

す
。

（
担
当
：
河
合 

靖
先
生
）

今
回
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
授
業
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
生

命
情
報
を
読
み
解
く「
生
命
情
報
科
学
概
論
」と
、
創
薬
研
究
の
根
幹
を
成

す
有
機
化
合
物
の
反
応
性
を
学
ぶ「
有
機
化
学
」を
紹
介
し
ま
す
。

　生命情報科学概論では、生命情報科学（バイオインフォ
マティクス）という比較的新しい分野の研究について学び
ます。生物の講義と聞くと、用語や反応機構を学んだりす
るイメージが強いと思いますが、この講義では、ゲノムの
塩基配列などの膨大なデータから情報をくみ取ったり、そ
のデータを基に計算したりすることを学びます。
　講義では、先生が、スライドで図や表を使いわかりやす
く解説してくださいます。そして、バイオインフォマティ
クス技術者認定試験の過去問の解説も行われ、全体を通し、
とても有意義な講義だと思います。

　有機化学は、生命現象の理解や創薬科学に関する研究に
おいて、欠くことは出来ません。私は創薬・機能物質プロ
グラムを選択しており、これから学んでいく上で基盤とな
る重要な学問となります。有機化学の基本となる概念から、
教科書や図を使いながら丁寧に教えて下さるので理解がで
き退屈する事無く講義に集中する事が出来ます。
　そして、あらかじめ授業内容のキーワードをバイオ学習
ワンダーランドにアップして下さるので進んで予習をする
事ができ、授業内では扱わない箇所も教えてくださるので
興味が進むにつれて教科書を読んでみようといったやる気
にも繋がります。

後藤 匠さん
（バイオサイエンス学科2年次生）

髙木 久瑠実さん
（バイオサイエンス学科2年次生）

　

こ
の
授
業
は
、
全
学
科
の
学
生
を
対
象

に
し
た
生
命
情
報
科
学
の
入
門
編
と
な

る
講
義
で
す
。
生
命
情
報
科
学
、
バ
イ
オ

イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
と
は
、
す
べ
て
の

生
物
が
持
つ
遺
伝
情
報
で
あ
る
ゲ
ノ
ム
の

塩
基
配
列
を
は
じ
め
、
R
N
A
や
タ
ン
パ

ク
質
と
い
っ
た
生
体
分
子
の
構
造
情
報
な

ど
、
膨
大
に
蓄
積
さ
れ
た
生
命
情
報
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
分
析
す
る
新
し
い
学
問
で

す
。
非
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
早
い
分
野

の
た
め
教
科
書
は
使
わ
ず
、
最
新
ト
ピ
ッ

ク
を
織
り
交
ぜ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
資
料
で
、

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
に
お
け
る
生
命
情
報

の
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

近
年
、
生
命
情
報
科
学
は
、
ゲ
ノ
ム

フ
ィ
ー
バ
ー
以
来
の
バ
イ
オ
ブ
ー
ム
の
火

付
け
役
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
科

学
的
に
も
産
業
的
に
も
今
後
ま
す
ま
す
注

目
さ
れ
る
学
問
領
域
で
す
。

（
担
当
：
小
倉 

淳
先
生
・
白
井 

剛
先
生
）

創
薬
研
究
の
根
幹
を
成
す

有
機
化
合
物
の
反
応
性
を
学
ぶ

有
機
化
学

生
命
情
報
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
読
み
解
く

生
命
情
報
科
学
概
論

ピックアップ授業

2
0
1
6
年
3
月
卒
業
・
修
了
生

か
ら
、
日
本
経
団
連
加
盟
企
業
を
は
じ

め
多
く
の
企
業
で
は
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
変
更
（
３
月
採
用
情
報
公
開
、
８

月
選
考
開
始
）
さ
れ
て
い
ま
す
。
マ
イ

ナ
ビ
な
ど
就
職
サ
イ
ト
は
採
用
情
報
の

公
開
を
３
月
解
禁
で
対
応
さ
れ
て
お
り
、

３
月
一
斉
開
始
企
業
が
主
流
な
の
は
確

か
で
す
が
、
一
方
で
独
自
の
日
程
で
進

め
て
お
ら
れ
る
企
業
も
多
く
、
足
並
み

は
揃
っ
て
い
ま
せ
ん
。
５
月
連
休
明
け

頃
か
ら
の
内
々
定
出
し
企
業
も
あ
り
ま

す
。
本
学
で
も
７
月
中
旬
で
４
割
以
上

の
学
生
が
内
々
定
を
得
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
全
国
的
に
共
通
の
傾
向
で
す
が
、

内
々
定
を
得
な
が
ら
も
、
８
月
以
降
の

選
考
企
業
を
引
き
続
き
志
望
す
る
な
ど
、

就
職
活
動
を
続
け
る
学
生
が
増
え
て
い

ま
す
。
本
学
で
も
前
述
の
内
々
定
者
の

う
ち
65
％
以
上
が
就
職
活
動
を
継
続
中

で
す
。

ま
た
現
時
点
で
未
内
定
で
あ
っ
て
も
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
利
用
さ
れ
る
多
く
の

地
元
企
業
で
は
８
月
選
考
開
始
が
主
流

で
あ
り
、
ま
た
早
期
選
考
を
し
た
企
業

で
も
内
々
定
者
が
大
手
に
流
れ
る
こ
と

で
の
辞
退
者
分
の
補
充
募
集
な
ど
、
８

月
か
ら
９
月
末
に
か
け
て
求
人
活
動
の

大
き
な
ヤ
マ
場
が
残
っ
て
お
り
、
こ
の

期
間
に
積
極
的
に
動
く
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
こ
の
ヤ
マ
場
で
の
内
定
獲

得
に
向
け
て
、
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
就
活
支
援
を
強
化

し
て
お
り
ま
す
。

来
年
度
以
降
も
こ
の
日
程
変
更
に

よ
る
混
乱
は
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

従
来
の
よ
う
な
早
期
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

進
め
ら
れ
る
企
業
も
多
い
現
状
か
ら
、

２
月
ま
で
に
志
望
す
る
業
界
・
企
業
の

研
究
、
応
募
書
類
作
成
の
下
準
備
、
筆

記
試
験
対
策
等
を
怠
り
な
く
進
め
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
学
部
３
年
次

生
・
修
士
１
年
次
生
へ
の
就
職
支
援
講

座
は
既
に
７
月
か
ら
開
催
を
し
て
い
ま

す
。
後
期
は
10
月
6
日
か
ら
毎
週
火
曜

日
を
基
本
に
1
月
末
ま
で
連
続
開
催
し

て
ま
い
り
ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
何
卒
ご
子
息
・
ご

息
女
に
講
座
参
加
を
ご
奨
励
く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
み
な
さ
ま
へ

　
　
　
　

就
職
活
動
の
現
状
と
お
願
い

本学で開催したビジネスマナー講座

　

本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
伴
い
、YouTube

に
長
浜
バ
イ
オ
大
学
チ

ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
学
の
注
目
情
報
を
発
信
す
る
「
ス
ペ
シ

ャ
ル
・
フ
ィ
ー
チ
ャ
ーch

」、
本
学
で
開
催

さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た

「
わ
い
わ
い
、イ
ベ
ン
トch

」、実
験
・
実
習
の

内
容
を
伝
え
る「
真
剣
！
実
習
室ch

」、
講
義

の
特
色
を
伝
え
る「
熱
中
！
講
義
室ch

」の
4

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、
今
後
順
次
動
画
を
充
実
さ

せ
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
学
公
式
のFacebook

ペ
ー
ジ
も

開
設
し
、
長
浜
バ
イ
オ
大
学
の〝
今
〞を
伝
え

る
試
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
は
仮
オ
ー

地
域
連
携
推
進
室
と
国
際
担
当
を

新
設

　

本
学
の
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
中

に
、
新
た
に
学
長
直
轄
組
織
と
し
て
地
域
連

携
推
進
室
と
、
学
生
教
育
推
進
機
構
の
中
に

国
際
担
当
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
連
携
推
進
室
は
、
こ
の
間
取
り
組
ん

で
き
た
淡
海
生
涯
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
の
生
涯

学
習
講
座
事
業
や
、
来
年
度
か
ら
オ
ー
プ
ン

す
る
「
長
浜
学
び
の
実
習
室
」
と
関
わ
っ
て
、

長
浜
市
内
の
小
中
学
校
の
理
科
教
育
の
充

実
を
図
る
事
業
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

滋
賀
県
・
長
浜
市
、
N
P
O
法
人
な
ど
と
連

携
し
た
地
域
活
性
化
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機

能
を
果
た
す
地
域
貢
献
事
業
や
地
域
振
興

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

国
際
担
当
は
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
や
本

学
学
生
の
海
外
派
遣
、
教
職
員
の
国
際
交
流

に
関
す
る
業
務
や
、
国
際
交
流
協
定
締
結
に

関
す
る
事
業
を
担
い
ま
す
。

大
学
全
体
の
収
容
定
員
を
変
更
せ

ず
2
学
科
の
入
学
定
員
を
変
更

　

２
０
１
５
年
度
か
ら
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン

ス
教
育
を
学
修
し
た
「
予
防
医
学
の
担
い

手
と
な
る
臨
床
検
査
技
師
」
を
養
成
す
る

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
、
本
学
の
3
学

科
へ
の
進
学
動
向
や
実
態
、
新
た
な
志
望

者
の
獲
得
を
踏
ま
え
、
本
学
の
教
育
の
特

色
を
堅
持
し
な
が
ら
、　

２
０
１
６
年
度

入
試
か
ら
大
学
全
体
の
収
容
定
員
を
変
更

せ
ず
に
、
2
学
科
の
入
学
定
員
を
変
更
し

ま
し
た
。

　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
入
学
定
員

を
10
名
増
加
さ
せ
１
５
８
名
に
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
入
学

定
員
を
10
名
減
少
さ
せ
30
名
と
な
り
ま
す
。

プ
ン
で
す
が
、各
機
構
の
事
務
ス
タ
ッ
フ
に

よ
るFacebook

チ
ー
ム
を
結
成
し
、
こ
ち

ら
も
情
報
発
信
を
強
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ど
ち
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
、本
学
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
下
段
に
設
置
し
た
バ
ナ
ー
を
ク

リ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

本
学
の
公
式Facebook

ペ
ー
ジ
を
開
設
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オ
ル
ガ
ネ
ラ
の
物
理
的
相
互
作
用
を
解
明
し
、

結
合
力
の
数
値
化
に
成
功 

　

林 

誠
先
生
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

A
D
P
│
リ
ボ
ー
ス
量
を
測
定
し
、

が
ん
細
胞
の
制
御
を
め
ざ
す

　

山
下 

幸
子
さ
ん（
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
1
年
）

湖
北
の
食
品
産
業
発
展
に
貢
献
す
る
研
究
が

文
科
省
支
援
事
業
に
採
択　
　
蔡 

晃
植
先
生
、河
合 

靖
先
生
、 

向 

由
起
夫
先
生
、池
内 

俊
貴
先
生（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

河
内 

浩
行
先
生（
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

不
妊
や
妊
娠
維
持
の
研
究
に
つ
な
が
る
、
細
胞
内
で
の

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
輸
送
の
新
し
い
モ
デ
ル
を
提
示 

　

奈
良 

篤
樹
先
生
、
小
宮 

徹
先
生
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

細
胞
内
で
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
含
む

脂
質
の
輸
送
は
、
近
年
盛
ん
に
研
究
が
な

さ
れ
て
い
る
ホ
ッ
ト
な
テ
ー
マ
で
す
。
奈

良
先
生
と
小
宮
先
生
は
本
学
の
「
学
内

共
同
研
究
助
成
」
を
受
け
、
細
胞
内
の

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
輸
送
に
つ
い
て
研
究

を
進
め
、
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
論
文

が
5
月
に
『Am

erican Journal of Life 
Sciences

』
電
子
版
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
細
胞
の
膜
の
成
分

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル

モ
ン
の
原
料
に
も
な
り
ま
す
。
細
胞
内
の

大
半
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
細
胞
外
か
ら

取
り
込
ま
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
エ
ン
ド

ソ
ー
ム
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
必
要
に

応
じ
て
細
胞
内
の
様
々
な
区
画
に
仕
分
け

ら
れ
ま
す
。
妊
娠
維
持
の
働
き
を
も
つ
ス

テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
、
プ
ロ
ジ
ェ

ス
テ
ロ
ン
は
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
で
産
生
さ

れ
ま
す
が
、
エ
ン
ド
ソ
ー
ム
に
存
在
す
る

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
に
輸
送
さ
れ
る
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
長
い
間
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
共
同
研

究
で
奈
良
先
生
と
小
宮
先
生
は
、「
エ
ン

ド
ソ
ー
ム
と
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
が
直
接
接

触
し
、
こ
の
接
触
部
位
を
介
し
て
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
が
輸
送
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う

新
し
い
モ
デ
ル
を
示
し
ま
し
た
。

M
LN

64

は
、
エ
ン
ド
ソ
ー
ム
に
存

在
し
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
結
合
す
る

タ
ン
パ
ク
質
で
す
。
共
同
研
究
で
は
、

M
LN

64

が
エ
ン
ド
ソ
ー
ム
か
ら
ミ
ト
コ

ン
ド
リ
ア
へ
の
輸
送
に
関
わ
っ
て
い
る

か
検
証
す
る
た
め
の
実
験
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、M

LN
64

の
発
現
を
抑

え
た
胎
盤
由
来
の
培
養
細
胞
で
は
、（
１
）

エ
ン
ド
ソ
ー
ム
と
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
と
の

接
触
が
大
幅
に
抑
え
ら
れ
る
こ
と
、（
２
）

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ス

テ
ロ
ン
前
駆
体
を
ほ
と
ん
ど
産
生
で
き
な

い
こ
と
、
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、M

LN
64

の
機
能
を
さ
ら
に

詳
細
に
明
ら
か
に
し
、
か
つ
、
接
触
部
分

の
立
体
構
造
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
不
妊

や
妊
娠
維
持
の
研
究
に
役
立
て
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

植
物
細
胞
内
に
は
多
数
の
細
胞
内
小
器

官
が
存
在
し
、
相
互
に
協
調
す
る
こ
と
で

光
合
成
な
ど
の
生
命
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
、葉
緑
体
、

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
３
つ
の
細
胞
内
小
器

官
に
よ
る
相
互
作
用
は
、
高
い
光
合
成
活

性
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
光
呼
吸
と

呼
ば
れ
る
代
謝
に
欠
か
せ
な
い
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

相
互
作
用
が
ど
の
よ
う
に
制
御
さ
れ
て
い

る
の
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

林
先
生
ら
の
研
究
チ
ー
ム
は
、

１
９
９
０
年
代
に
植
物
細
胞
を
生
か
し
た

ま
ま
ペ
ル
オ
キ
シ
ソ
ー
ム
を
観
察
す
る
方

法
を
確
立
し
ま
し
た
。
今
回
ペ
ル
オ
キ
シ

ソ
ー
ム
と
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
、
葉
緑
体
を

同
時
に
可
視
化
し
、
光
合
成
し
て
い
る
細

胞
と
光
合
成
し
て
い
な
い
細
胞
の
中
で
こ

れ
ら
の
細
胞
内
小
器
官
が
ど
の
よ
う
な

相
互
作
用
を
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

解
析
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
光
合
成
し

て
い
る
細
胞
で
の
み
、
互
い
が
物
理
的

に
接
触
し
、
光
呼
吸
を
効
率
よ
く
行
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
フ
ェ
ム
ト
秒
レ
ー
ザ
ー
を
使
っ
て
物

理
的
接
触
の
結
合
力
を
数
値
化
す
る
こ
と

に
も
初
め
て
成
功
し
ま
し
た
。
こ
の
論

文
は
、
２
０
１
５
年
3
月
に
植
物
科
学
誌

『N
ature Plants

』
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た

（
新
潟
大
学
、
基
礎
生
物
学
研
究
所
、
奈

良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
と
の
共
同

研
究
）。
今
後
、
結
合
に
関
与
す
る
タ
ン

パ
ク
質
が
同
定
で
き
れ
ば
、
代
謝
を
人
工

的
に
制
御
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
メ

リ
ー
ラ
ン
ド
州
に
あ
る
国
立
衛
生
研
究
所 

（
N
I
H
）
に
ス
ペ
シ
ャ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

プ
レ
ド
ク
タ
ー
と
い
う
立
場
で
1
年
9
ヵ

月
間
留
学
し
て
い
た
山
下
さ
ん
。現
在
は
そ

の
経
験
を
生
か
し
、大
学
院
で
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

山
下
さ
ん
が
研
究
す
る
の
は
、
子
宮
頸

が
ん
細
胞
の
細
胞
周
期
に
お
け
る
ポ
リ

ADP-

リ
ボ
ー
ス（
Ｐ
Ａ
Ｒ
）量
の
解
析
で
す
。

DN
A

修
復
や
細
胞
死
、
染
色
体
の
調
節
を

行
う
重
要
な
翻
訳
後
修
飾
の
一
つ
、
ポ
リ

ADP-

リ
ボ
シ
ル
化
反
応
は
、
分
解
酵
素
と

合
成
酵
素
に
よ
っ
て
、数
秒
単
位
で
分
解
と

合
成
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、
Ｐ

Ａ
Ｒ
量
を
正
確
に
測
定
す
る
の
は
難
し
い

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
、
タ
ン
パ
ク

質
変
成
作
用
が
強
い
ト
リ
ク
ロ
ロ
酢
酸
を

用
い
て
細
胞
内
の
代
謝
酵
素
を
止
め
、さ
ら

に
2
種
類
の
特
異
的
な
抗
体
を
用
い
た
サ

ン
ド
イ
ッ
チELISA

法
に
よ
り
、
細
胞
内
の

Ｐ
Ａ
Ｒ
量
を
測
定
す
る
方
法
が
、先
行
研
究

に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
下
さ
ん
は
こ
の
方
法
を
用
い
て
、子
宮

頸
が
ん
細
胞
の
細
胞
周
期
に
よ
る
Ｐ
Ａ
Ｒ

量
の
測
定
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。Ｐ
Ａ
Ｒ
量

が
解
明
さ
れ
れ
ば
、
ポ
リADP-

リ
ボ
ー
ス

の
合
成
を
阻
害
す
る
阻
害
剤
を
単
独
、
ま

た
は
他
の
抗
が
ん
剤
と
併
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
が
ん
細
胞
の
増
殖
を
制
御
し
、
が
ん

治
療
へ
の
応
用
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

湖
北
は
昔
か
ら
醸
造
や
発
酵
、
有
用
植

物
な
ど
を
用
い
た
食
品
産
業
が
活
発
な
地

域
で
す
。
し
か
し
そ
の
多
く
は
、
伝
統
的
、

経
験
的
手
法
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス
と
い
う
観
点
か
ら
の
機
能

の
解
明
や
問
題
解
決
は
な
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、湖
北
の
食
品
産
業
に
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
の
技
術
を
応
用
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
蔡
先

生
が
統
括
責
任
者
と
な
り
、
河
合
靖
先
生
、

向
由
起
夫
先
生
、河
内
浩
行
先
生
、池
内
俊

貴
先
生
が
中
心
と
な
っ
て
文
部
科
学
省
の

私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事

業
に
申
請
し
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
細
な
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
在

来
種
な
ど
他
の
魚
類
と
の
交
雑
が
進
み
、

湖
北
特
産
魚
類
の
ブ
ラ
ン
ド
力
が
低
下
し

て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
「
湖
北
特
産
魚

類
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
た
真
贋
判
定

技
術
の
開
発
」、
稚
魚
の
一
大
生
産
地
で
あ

る
姉
川
周
辺
に
発
生
し
て
い
る
ア
ユ
冷
水

病
の
防
除
法
を
探
る
「
ア
ユ
冷
水
病
菌
の

全
ゲ
ノ
ム
配
列
解
析
に
よ
る
感
染
機
構
と

防
除
法
へ
の
応
用
」、
長
浜
の
植
物
工
場
で

栽
培
す
る
ア
イ
ス
プ
ラ
ン
ト
〝
ツ
ブ
リ
ナ
〞

に
関
す
る
「
植
物
工
場
野
菜
の
高
機
能
化

と
そ
れ
に
含
ま
れ
る
脂
肪
代
謝
促
進
物
質

の
同
定
お
よ
び
機
構
解
析
」、
清
酒
酵
母
の

基
礎
デ
ー
タ
解
析
を
行
う
「
メ
タ
ボ
ロ
ー

ム
解
析
に
よ
る
清
酒
酵
母
の
老
化
と
醸
造

特
性
の
相
関
分
析
」
で
す
。
今
後
3
年
間
、

5
人
の
教
員
が
連
携
し
本
事
業
の
研
究
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大島淳先生が
共著で新刊

　バイオサイエンス学科の大島
淳先生が、「命を守る生体の機
構と科学」を共著で発刊しまし
た。
　今年 4 月に武庫川女子大学
出版部から出版されたもので、
バイオ研究の最先端で研究して
いる関西の 11 人の研究者の共
著となっています。大島先生は
第 1 章で、遺伝子の組換え技
術や診断技術に関連するトピッ
クスを、「DNA はウソをつかな
い」というテーマで話題を提供
しています。
　この本は、武庫川女子大学の
伊勢川裕二教授の監修で、「現
代社会において生命を維持し、
さらにより快適な人生を送るた
めに必要な知識やそれを支える
ための基礎研究がどのように行
われているかについて知り、教
養として身につけ、自らの人生
に応用することを目的とする」、
同大学の共通教育科目の講義を
まとめたものです。（本体価格
1482 円 + 税）

本
学
の「
学
内
共
同
研
究
助
成
」を
受
け
て
い
る
研
究
で
、論
文
掲
載
第
１
号
と
な
っ

た
奈
良
先
生
と
小
宮
先
生
の
共
同
研
究
、
文
科
省
の
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤

形
成
支
援
事
業
に
採
択
さ
れ
た
「
湖
北
地
域
の
食
品
産
業
へ
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン

ス
研
究
に
よ
る
貢
献
」
な
ど
の
研
究
を
紹
介
し
ま
す
。

Close-up
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―
―　

先
生
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

私
は
主
に
出
芽
酵
母
と
い
う
微
生
物
を
使
用

し
て
、
細
胞
レ
ベ
ル
で
老
化
と
寿
命
に
つ
い
て

の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
出
芽
酵
母
は
パ
ン

や
お
酒
を
作
る
と
き
に
使
わ
れ
る
と
て
も
身
近

な
も
の
で
す
が
、
ヒ
ト
の
細
胞
に
極
め
て
よ
く

似
た
真
核
生
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
等
生
物

の
モ
デ
ル
と
し
て
は
最
適
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

娘
細
胞
と
よ
ば
れ
る
芽
を
出
し
て
出
芽
酵
母
は

増
殖
し
、
一
つ
の
母
細
胞
か
ら
娘
細
胞
が
生
ま

れ
る
限
界
は
平
均
し
て
25
回
程
度
。
増
殖
が
止

ま
り
細
胞
が
死
ぬ
こ
と
は
、
遺
伝
子
に
よ
っ
て

あ
ら
か
じ
め
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
寿
命
の
長
さ
を
決
定
す
る
現
象
こ
そ

が
〝
老
化
〞
で
す
。
老
化
と
は
、
娘
細
胞
を
生

む
た
び
に
母
細
胞
が
劣
化
す
る
こ
と
で
、
老
化

の
ス
ピ
ー
ド
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
、
当
然
寿

命
は
短
く
な
り
ま
す
。
私
た
ち
の
最
大
の
関
心

事
は
、
寿
命
と
老
化
に
関
わ
る
遺
伝
子
を
見
つ

け
出
し
、
そ
れ
ら
の
遺
伝
子
が
細
胞
内
で
ど
の

よ
う
に
働
い
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
で
す
。

で
は
、
実
際
に
ど
う
や
っ
て
寿
命
や
老
化
に

関
わ
る
遺
伝
子
を
見
つ
け
出
す
の
か
。
私
た
ち

は
1
回
だ
け
娘
を
生
ん
だ
母
細
胞
、
4
〜
5
回

娘
を
生
ん
だ
母
細
胞
、
10
回
く
ら
い
娘
を
生
ん

だ
母
細
胞
を
段
階
的
に
回
収
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

細
胞
内
で
生
成
さ
れ
る
代
謝
物
と
、
遺
伝
子
の

発
現
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
転
写
産
物
を
調
べ

上
げ
、
老
化
に
よ
っ
て
起
こ
る
変
化
に
関
わ
る

で
あ
ろ
う
遺
伝
子
を
片
っ
ぱ
し
か
ら
探
し
ま
す
。

そ
の
後
、
出
芽
酵
母
の
対
象
の
遺
伝
子
を
ノ
ッ

ク
ア
ウ
ト
し
、
平
均
よ
り
も
寿
命
が
短
く
な
る

よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
遺
伝
子
は
比
較
的
寿
命

を
長
く
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
し
、
逆
に
寿
命
が
長
く
な
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、
そ
の
遺
伝
子
は
寿
命
を
短
く
す
る
方
向

に
働
い
て
い
た
と
分
析
し
ま
す
。

―
―　

最
近
、
新
た
な
発
見
や
成
果
は
あ
り
ま
し

た
か
？

ア
メ
リ
カ
の
有
名
な
実
験
で
、
カ
ロ
リ
ー
制

限
し
た
サ
ル
の
寿
命
が
伸
び
た
と
い
う
例
が
あ

り
ま
す
。
実
は
出
芽
酵
母
も
ま
っ
た
く
同
じ
で
、

餌
と
な
る
グ
ル
コ
ー
ス
を
通
常
の
4
分
の
1
に

ま
で
減
ら
し
て
や
る
と
、
細
胞
分
裂
の
回
数
が

25
回
程
度
か
ら
約
35
回
に
ま
で
増
え
る
。
つ
ま

り
、
長
生
き
す
る
の
で
す
。
糖
質
や
カ
ロ
リ
ー

な
ど
、
外
部
か
ら
与
え
ら
れ
る
栄
養
が
寿
命
に

関
わ
る
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
私
た
ち
の
研
究

室
で
は
、
あ
る
特
定
の
ビ
タ
ミ
ン
が
酵
母
の
寿

命
を
制
御
す
る
こ
と
を
突
き
止
め
ま
し
た
。
ま

だ
公
表
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
論
文
と
し

て
発
表
す
る
予
定
で
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
の
研
究
の
柱
と
し
て
、

私
は
学
生
時
代
か
ら
出
芽
酵
母
を
用
い
た
転
写

制
御
の
解
明
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
出

芽
酵
母
に
は
6
6
0
0
個
の
遺
伝
子
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
す
べ
て
が
働
い
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
必
要
に
応
じ
て
遺
伝
子
の
ス
イ
ッ
チ

が
オ
ン
に
な
る
の
で
す
。
こ
れ
を
遺
伝
子
の
発

現
と
い
い
、
そ
の
最
初
の
制
御
と
な
る
の
が

D
N
A
か
ら
R
N
A
を
合
成
す
る
〝
転
写
〞

で
す
。
近
年
の
研
究
で
D
N
A
は
ヒ
ス
ト
ン

と
よ
ば
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
に
巻
き
付
い
て
コ
ン

パ
ク
ト
に
折
り
た
た
ま
れ
、
核
内
に
収
納
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
ク
ロ
マ
チ
ン
構
造
と
い
い
、
転
写
の
際
に

ク
ロ
マ
チ
ン
が
ど
の
よ
う
な
変
化
を
起
こ
す
の

か
に
つ
い
て
も
解
明
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
と
少
し
性
質
が
違

う
の
で
す
が
、
滋
賀
県
に
貢
献
す
る
仕
事
を
し

た
い
と
考
え
、
琵
琶
湖
産
の
ア
ユ
に
感
染
す
る

冷
水
病
菌
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
に
も
着

手
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
低
水
温
の
時
期
、
ア

ユ
の
体
に
穴
を
開
け
る
感
染
症
で
、
現
在
は
冷

水
病
菌
の
全
塩
基
配
列
を
ほ
ぼ
決
め
て
い
る
段

階
で
す
。

―
―　

最
後
に
、
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

自
分
の
仕
事
に
責
任
を
も
て
る
人
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。「
学
生
だ
か
ら
」
と
か
「
社
会
に

出
て
か
ら
」
と
い
っ
た
言
い
訳
を
す
る
の
で
は

な
く
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
き
ち
ん
と
こ
な
せ

る
人
と
私
は
や
っ
て
い
き
た
い
。
頑
張
っ
た
人

に
は
学
会
発
表
や
論
文
発
表
な
ど
の
か
た
ち
で

世
に
送
り
出
す
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
た
と

え
４
年
次
生
の
1
年
間
だ
け
で
あ
っ
て
も
、
あ

ら
ゆ
る
未
知
の
領
域
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
発

揮
し
て
く
だ
さ
い
。

今
回
は
、
ヒ
ト
細
胞
に
類
似
し
た
出
芽

酵
母
を
用
い
て
、
老
化
と
寿
命
の
謎
に

迫
る
向
由
起
夫
先
生
の
研
究
室
を
訪
ね

ま
し
た
。

向 

由
起
夫
先
生　

●
環
境
微
生
物
学
研
究
室

プロフィール
大阪大学大学院工学研究科
博士後期課程修了。学生時
代から出芽酵母の転写制御
に関わる研究を行い、大阪大
学工学部助手、同大学院工学
研究科助手を経て、テキサス
大学M.D.アンダーソンがん
センターへ出張後、2005年
より本学バイオサイエンス
学科准教授。大阪府枚方市
出身。

研究室訪問 30
保護者会かわら版

2
0
1
5
年
6
月
7
日（
日
）に
保
護
者
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
開

催
さ
れ
た
保
護
者
懇
談
会
も
合
わ
せ
る
と
、
の
べ
2
6
2
名
の
保
護
者
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

2
0
1
5
年
度
保
護
者
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

保
護
者
会
定
期
総
会

日
時
：
2
0
1
5
年
6
月
7
日（
日
）11
時
00
分
〜
11
時
35
分

　
　

大
学
代
表
者
挨
拶　

　
　
学
校
法
人
関
西
文
理
総
合
学
園
理
事
長　

若
林
浩
文

　
　

2
0
1
4
年
度
保
護
者
会
役
員
紹
介

　
　

浦
野
哲 

保
護
者
会
会
長
挨
拶

　
　

定
期
総
会
議
事

　
　

2
0
1
5
年
度
保
護
者
会
役
員
紹
介

　
　

堀
江 

雅
一 

新
保
護
者
会
会
長
挨
拶

2
0
1
5
年
度
保
護
者
会
会
長
ご
あ
い
さ
つ

　

定
期
総
会
で
は
、
2
0
1
4
年
度
事
業
・
決
算
報
告
、

2
0
1
5
年
度
事
業
・
予
算
計
画
、
2
0
1
5
年
度
役
員
選

任
の
各
議
案
が
、
提
案
ど
お
り
の
内
容
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
定
期
総
会
の
議
事
録
は
7
月
に
保
護
者
の
皆
さ
ま
に

郵
便
で
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
資
格
取
得
に
関
す
る
受
験
費

用
の
助
成
な
ど
の
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
議
事
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
長　

堀
江　

雅
一

長
浜
バ
イ
オ
大
学
保
護
者
会
、
第
４
期
会
長
に
ご
指
名
頂

き
ま
し
た
堀
江
雅
一
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
度
よ
り
本
格
的

に
予
算
編
成
さ
れ
た
新
入
生
へ
の
お
祝
い
品
贈
呈
事
業
、
資

格
取
得
助
成
費
な
ど
学
生
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
学
生
生
活

を
有
意
義
に
お
く
っ
て
頂
け
る
よ
う
な
事
業
を
計
画
、
実
行

し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
の
保
護
者
会
総
会
で
は
、
学
生
自

主
活
動
助
成
費
を
補
助
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
、iGEM

 
N
agaham

a

の
活
動
を
学
生
さ
ん
か
ら
直
接
聞
く
こ
と
も

で
き
、
有
意
義
な
予
算
の
執
行
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
実

際
に
感
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
長
浜
バ
イ
オ
大
学
は
、

JABEE

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
臨
床
検
査
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
魅

力
あ
る
学
校
へ
進
化
し

て
い
ま
す
。
保
護
者
会

と
し
て
も
、
今
後
よ
り

一
層
、
学
生
さ
ん
と
大

学
の
橋
渡
し
が
で
き
る

よ
う
に
活
動
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
保
護
者
の
皆
様
方

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

6
月
7
日
、
本
学
を
会
場
に
保
護
者
懇
談
会
を
開
催
し
、

学
部
生
と
大
学
院
生
の
保
護
者
2
6
2
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
保
護
者
に
よ
る
大
学
の
教
学
と
進
路
に
つ
い
て
の
関

心
は
年
々
高
ま
っ
て
お
り
、
懇
談
会
に
参
加
す
る
保
護
者
は

今
年
も
昨
年
度
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

全
体
説
明
会
で
は
、
三
輪
正
直
学
長
が
「
長
浜
バ
イ
オ
大

学
が
目
指
す
も
の
」
と
題
し
て
、
双
方
向
性
教
育
の
場
と
し

て
の
新
棟
建
設
、
本
年
か
ら
開
始
す
る
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

大
学
で
の
語
学
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
特
徴
あ
る
先
端
の
バ

イ
オ
研
究
、
学
生
の
自
主
的
な
活
動
と
地
域
と
の
結
び
つ
き

な
ど
、「
小
規
模
な
が
ら
も
オ
ン
リ
ー
・
ワ
ン
の
大
学
を
め
ざ

し
て
い
る
」こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

学
長
の
報
告
に
続
い
て
、JABEE

（
日
本
技
術
者
教
育

認
定
機
構
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
大
学
院
に
つ
い
て
蔡
晃
植
教
授
、

臨
床
検
査
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
高
宮
脩
教
授
、
本
学
に

お
け
る
就
職
支
援
と
就
職
決
定
状
況
に
つ
い
て
は
松
島
三

兒
教
授
が
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
、
最
後
に
本
学
の
合
成
生
物
学
に

挑
戦
す
る
学
生
グ
ル
ー
プ
「iGEM

 N
agaham

a

」
が
保
護
者

会
か
ら
の
財
政
的
支
援
へ
の
お
礼
を
兼
ね
て
活
動
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

学
生
食
堂
で
、
学
生
た

ち
が
普
段
食
べ
て
い
る

メ
ニ
ュ
ー
を
昼
食
で
体

験
し
た
後
、「
教
育
・
学
習
、

学
生
生
活
」、「
大
学
院
」、

「
就
職
」
の
テ
ー
マ
別
に

グ
ル
ー
プ
懇
談
会
を
行

い
ま
し
た
。

保
護
者
懇
談
会
に

2
6
2
人
が
参
加

会　

長　

堀
江　

雅
一

副
会
長　

西
川　

廣
幸

幹　

事　

久
保
田
則
彦

幹　

事　

植
田　
　

薫

幹　

事　

船
見　

和
秀

幹　

事　

北
川　

嘉
彦

幹　

事　

牛
場　

隆
雄

幹　

事　

吉
田　

和
美

監　

査　

冨
江　

利
博

2
0
1
5
年
度
保
護
者
会　

役
員
紹
介（
敬
称　

略
）

2015 年度の新役員のみなさん
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教員リレーエッセー

植月 太一先生
（バイオサイエンス学科）

危険な遊び

　小学生の男の子が用水路で流された、

とか迷って山狩りしてようやく発見され

た、とか時々報道される。そうしたニュー

スを聞くたびに僕たちもすれすれのこと

をやって来たな、よく無事だったものよ、

と思うのである。色々と怪我したり危な

い目にあったけど一つ忘れられない思い

出がある。小学 4 年の出来事だった。

　家の近くに大きな浄水場があり、中に

入ってはいけないのだが十字鉄線をく

ぐって土筆を取りに入ったりした。

で、春先のその日も放課後アナーキーな

悪ガキ 5 人、あっという間に相談がま

とまって出かけた。最初のうちは大人し

く土筆を採っていたのだが、それにも飽

きて守衛さんを警戒しながら場内をあち

こち探検し始めた。すると、大きな砂の

山が浄水槽の脇にあちこちに出来ている

場所に出た。今思うとたぶん濾過用の砂

だったのだろうと思うがサラサラの細か

い砂が小山の様になっており、その上に

ベルトコンベアーが斜めにかなりの高さ

でそびえていた。そんな山が大小いくつ

か連なっていたのだが、ベルトコンベ

アーの上まで這い上がってみるとかなり

の高さだった。すぐにベルトコンベアー

をスキーのジャンプ台に見立てて先端か

ら飛んでみるとスポッ、という感じで何

の抵抗も無く砂にはまり込む。あまりに

面白いので次々飛んでいるうちに「一番

大きな山を飛んでみようよ、90 ｍ級だ」

ということになった。

　そこで一番大きい砂山のベルトコンベ

アーの上に這い上ってみると、ちょっと

足がすくむくらい高い。優に２階くらい

の高さがある。皆こわくなって、顔を見

合わせていたら、度胸のあるイトヤンこ

と伊藤君という友達がジャンプのまねを

して潔く飛んでしまった。スポッとおし

りから上手く砂山の中腹に着地してワッ

と拍手喝采、までは良かったのだが上か

ら砂がさらさらと崩れてきてあっという

間に腰くらいまで埋まってしまった。ま

だじゃんじゃん上から砂が滑り落ちてく

る。僕たちはびっくり仰天、「うわあ！

イトヤンが埋まっちゃう」と大慌て。必

死でイトヤンを引っ張り出した。結局

ニュース沙汰にならないですんだのだが

靴が脱げて砂山の中に残してしまった。

サラサラ砂の急斜面がいかに危険なもの

かを身をもって学んだというわけである。

こうした危ない経験をすることは慎重さ

を身に付けるうえで無駄ではないかもし

れない。

　アメリカにいるとき「You can swim 

at your own risk」という立て看板をよ

く目にした。日本ならただちに「遊泳禁

止」で済ますところだろう。僕はこの

「You can 何々 at your own risk」がいた

く気に入ってしまった。大体男の子なん

てものは飛んだり滑ったり潜ったり、少

し危ない悪さは大好きで、そのせいで飛

行機とかスポーツカーが生まれたのかも

しれないのだ。学校は特にそうだが立看

板ひとつで済む「禁止」くらい安価な解

決法はない。何でもかんでも禁止禁止は

好まない。

高校生の夏休み期間を利用し、本学の施設を
使った講座や出張講座など、多彩な連携講座
を開催しました。

高大連携通信

◆ 

長
浜
北
高
校

　

夏
季
自
主
講
座
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
実
習

２
０
１
５
年
7
月
26
日
、
滋
賀
県
立
長

浜
北
高
校
の
夏
季
自
主
講
座
の
一
環
と
し

て
、
実
習
「PCR

に
よ
る
メ
ダ
カ
の
性
別

◆ 

京
都
府
教
育
委
員
会「
府
立
高
校
特

色
化
事
業
」に
よ
る
高
大
連
携
講
座

　
（
京
都
C
A
M
P
U
S
で
の
講
座
）

　

高
大
連
携
事
業
で
は
、
京
都CAM

PU
S

河

原
町
学
舎
の
実
験
施
設
を
利
用
し
た
実
験

◆ 

夏
の
学
校
2
0
1
5　

　

〜
科
学
・
技
術
・
人
と
の
出
会
い
〜

2
0
1
5 

年
8
月
6
〜
8
日
、
埼
玉
県
の

国
立
女
性
教
育
会
館
で
、「
女
子
中
高
生
夏

の
学
校
2
0
1
5 

科
学
・
技
術
・
人
と
の

鑑
定
」
を
本
学
実
験
室
に
お
い
て
開
講
し
、

42
人
の
生
徒
が
受
講
し
ま
し
た
。

本
講
座
で
は
、
麻
酔
を
か
け
た
メ
ダ
カ

の
尾
ひ
れ
か
らD

N
A

を
抽
出
し
、
メ
ダ

カ
の
雄
の
み
が
有
す
る
遺
伝
子
をPCR

で

増
幅
す
る
こ
と
で
メ
ダ
カ
の
性
別
をD

N
A

レ
ベ
ル
で
鑑
別
し
ま
す
。
メ
ダ
カ
は
外
見

か
ら
性
別
の
鑑
別
が
容
易
に
で
き
ま
す

が
、
本
実
習
に
お
い
て
外
見
に
よ
る
鑑
別

とPCR

に
よ
る
結
果
を
比
較
す
る
こ
と
で
、

表
現
型
と
遺
伝
子
型
の
関
連
が
自
然
に
理

解
で
き
ま
す
。

メ
ダ
カ
と
の
格
闘
か
ら
始
ま
り
、
初
め

て
マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ
タ
ー
の
操
作
を
行
い
、

最
後
に
電
気
泳
動
の
結
果
が
き
れ
い
に
見

え
た
こ
と
で
、
高
校
生
に
と
っ
て
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
世
界
が
身
近
な
も
の
に

感
じ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、7
／
18
・

7
／
19
の
2
日
間
に
わ
た
り
実
施
し
た
京

都
府
教
育
委
員
会
「
府
立
高
等
学
校
特
色
化

推
進
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
京
都
府
立
北
嵯

峨
高
等
学
校
と
の
連
携
講
座
「
自
分
の
設
計

図
を
調
べ
て
み
よ
う
」
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
本
講
座
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
代
謝

能
力
に
関
わ
る
遺
伝
子
に
つ
い
て
、DN

A

鑑

定
と
表
現
型
か
ら
調
べ
比
較
す
る
実
験
と
、

DN
A

鑑
定
を
題
材
と
し
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
や
発
表
を
行
う
と
い
っ
た
言
語

活
動
の
2
つ
の
内
容
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
講
さ
れ
た
生
徒
か
ら
は
、「
専
門
的
な
機

器
・
器
具
を
使
え
た
こ
と
」や「
実
験
や
言
語

活
動
を
通
し
てDN

A

鑑
定
に
つ
い
て
深
く
知

る
こ
と
が
で
き
た
」、「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
他
の
グ
ル
ー
プ
の
意
見
か
ら
新

し
い
発
見
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
」と
い
っ
た

感
想
が
述
べ
ら
れ
、DN

A

鑑
定
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

出
会
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
1
2
0
名
弱
の
女
子
中
高
生
に

理
系
進
路
選
択
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
を
目

的
に
、
各
学
会
等
が
実
験
実
習
の
他
、
様
々

な
企
画
を
実
施
す
る
も
の
で
、
本
学
か
ら
も

参
画
し
ま
し
た
。

実
習
に
は
、
中
学
生
6
人
、
高
校
生
5
人
、

保
護
者
1
人
、
高
校
教
諭
1
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
、
病
気
に

関
係
す
る
遺
伝
子
を
探
索
し
、
遺
伝
子
検
査

の
概
要
を
体
験
し
、
さ
ら
に 

ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の

多
様
性
（
病
気
を
発
症
す
る
可
能
性
が
高
い

も
の
も
含
め
）
が
、
ヒ
ト
に
と
っ
て
重
要
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
を
深
め
ま

し
た
。

熱
心
な
生
徒
さ
ん
ば
か
り
で
、
休
憩
時
間

や
実
習
後
も
質
問
の
止
む
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

実習に取り組む北嵯峨高校の生徒
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